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特集　その先の幸せを描く  文化の力 

その先の幸せを描く

文
化
の
力
で
心
を
豊
か
に
、ま
ち

を
元
気
に

　
今
日
の
社
会
で
は
、経
済
的
な

豊
か
さ
が
、必
ず
し
も
心
の
豊
か

さ
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
心
豊
か
な
生
活
を
送
る
た

め
に
は
、文
化
の
力
も
必
要
で
す
。

　
文
化
は
、人
々
の
暮
ら
し
に
潤

い
や
喜
び
を
も
た
ら
し
、時
に
は

生
き
る
力
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

そ
し
て
、豊
か
な
感
性
を
育
み
、新

た
な
創
造
を
育
み
ま
す
。

　
ま
た
、こ
の
土
地
で
生
ま
れ
た

文
化
が
、育
ま
れ
、受
け
継
が
れ
る

こ
と
で
、ふ
る
さ
と
へ
の
誇
り
や

郷
土
愛
を
醸
成
し
ま
す
。
こ
れ
ら

文
化
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
に
よ
り
、個
性
豊
か

な
魅
力
あ
る
ま
ち
、に
ぎ
わ
い
の

あ
る
元
気
な
ま
ち
を
創
造
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
文
化
は
人
々
の
生
活
、今
後
の

ま
ち
づ
く
り
で
多
く
の
役
割
を
果

た
し
ま
す
。
文
化
の
力
で
人
々
の

心
を
豊
か
に
し
、ま
ち
を
元
気
に
、

魅
力
的
に
す
る
に
は
、行
政
だ
け

で
な
く
企
業
や
民
間
団
体
、そ
し

て
市
民
一
人
ひ
と
り
が
文
化
を
支

え
る
担
い
手
と
な
っ
て
、文
化
を

振
興
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

CEO 金田 研人さん

YOSSHI. さん（右）

YU-J さん（左）

西垣 和葉さん（左） 福田 育絆さん

合同会社VONTEN
LA CLASSIC

城南中学校2年 福知山高校1年

　文化活動は欲求の一つです。食べたい、寝たいと同じ
く創作したいという欲求そのものです。アーティストや
クリエイターにとって創作できない状態が続くとフラス
トレーションがたまります。文化活動は生活の中になく
てはならないもので、人間なら誰しもが体の内に秘める
ものです。それを表現できる環境があるか、文化と触れ
合う環境があるかが重要です。そうした環境をつくるた
めにも「VONTEN」を設立しました。ここを新たな文
化の拠点として、アーティストやクリエイターを支援し
ていきたいと思います。

　文化とは急に発生するものではなく、育んでいく
ものだと思います。文化は英語で c

カ ル チ ャ ー
ulture。これは

c
カルティベイト
ultivate からきています。c

カルティベイト
ultivate は「耕す」という

意味。耕すことで芽が出て、木になって、実になる。自
分たちで種をまいて耕すことでカルチャーができます。
自分たちの思いを耕してきたことで今の私たちがあり、
舞鶴の魅力にもつながっていくと思います。舞鶴の魅
力の一つとしてパフォーマンスを続けられるよう、今
後も「耕し」続けていきたいと思います。

　昨年度「アート・プログラム・デリバリー」で箏にチャ
レンジしました。難しかったですが音楽ってすてきやな
と改めて思いました。小さいころからピアノや絵を描
くことを続けていて、今では日常にあって当たり前なの
でなくなると日常が少し寂しくなります。また、音楽や
芸術は人の心を動かす、すごいものだと思っています。
コンクールでよい成績をとることも目標の 1 つですが、
私たちの演奏を聞いた人、作品を見た人の心を動かす
演奏、作品作りをしていきたいです。

　私にとって一番身近な文化は箏曲です。小さい頃か
ら母が箏を弾いているのを見てきて、小学 1 年生の頃
に箏を始めました。同じ曲でも人によって弦の触り方で
音色が変わるので奥が深く、弾いている瞬間はとても楽
しいです。受験勉強で一度箏から離れましたが、時間が
経つとまた直ぐに弾きたくなりました。日々、学校の勉
強や部活のサッカーで疲れてしまいますが、自分の好き
なこと、趣味があることは大切だと思います。好きなこ
とに出会えてよかったです。

アートの拠点として2023年4月、
赤れんがパークに「VONTEN」を
設立。文化芸術活動を支援する

フリースタイルフットボールで世界
大会優勝を誇るコンビ。多彩なパ
フォーマンスで観衆を魅了する

生徒会役員を務める。嵯峨根さん、
西垣さんは吹奏楽部。高岡さんは美
術部に所属する

市内在住。箏を始めて10年、先生
のもとで稽古し全国コンクールや
コンサートに出場する

誰もが内に秘める欲求 育み育てるもの

人の心を動かすもの 日常を楽しくし、息抜きにもなる

あなたにとって
文化とは

何ですか ?

文化を通して

どうありたい

ですか ? 
私にとっての文化

まちで聞きました

特  集

　日々の暮らしの中で心豊かに感じるのはどういったと

きですか。旅行をしているとき、スポーツをしていると

き、文化活動にいそしむとき、人によって「心豊かに感

じる瞬間」はさまざまです。今回はその中で「文化」に

ついて取り上げます。国の文化芸術振興に取り組む文化

庁も今年 3 月、東京から京都に移転してきました。共

に「文化」について考えてみませんか。

嵯峨根 小遥さん（中）

城南中学校3年

高岡 優衣さん（右）



特集　その先の幸せを描く  文化の力 

●「植えるＡｒｔ」と「おことのじかん」の2種類の催しを
中心に開催

●「植えるＡｒｔ」では、陶芸館で植木鉢を作陶し、約3
か月後に焼きあがった植木鉢に舞鶴産の花苗を植
え付ける

●「おことのじかん」は、おことの演奏を聞いて、見て、
触れる体験

●講師：市内で活躍しているアーティスト 
　　　（芸術家）

●Ｒ5年度プログラム：箏、大正琴、ダンス、
合唱・身体表現、書道

舞鶴市展2023
●日時：6月10日（土）～18日（日）
●場所：総合文化会館
●部門：洋画、日本画、書、写真、　 

　　　工芸美術
●問い合わせ先
   同館(☎64・0880）

●舞鶴市文化協会協力のもと、加盟団体が
講師となりさまざまな文化体験を実施

●対象：小・中学生
●参加者：Ｒ4年度　259人（延べ）
●体験内容：Ｒ4年度　俳句、尺八、お箏、

三味線、吹奏楽、大正琴、ギター、ダンス、
フラダンス、クラシックバレエ、絵画、華道、
茶道、演劇、ミニ着物作製、陶芸、服飾

　乳幼児が初めてアートに触れることで、文化芸術に興味を示し、楽し
さを学ぶことを通して、子どもの潜在的な可能性を引き出し、豊かな感
性と創造性を育むことを目的に、乳幼児がアートに触れる機会を提供

　子どもが文化に出会う機会を作る取り組みとして、幅広い分野で活
躍しているアーティスト（芸術家）が、直接学校へ出向き、文化芸術の鑑
賞や体験をする場を設定し、児童・生徒
の感性や創造力を養うとともに、将来の文
化芸術の担い手や鑑賞者を育成するため
に実施　

　市民参加の展覧会を開催することで、生涯学習の推進並びに個性豊
かな市民文化を創造し、向上させる

　子ども達がさまざまな文化を実際に体験することで、文化の魅力の気
付きや発見の場となり、一人でも多くの子どもへ文化を継承するきっか
けづくりとする

アートスタート事業

アート・プログラム・デリバリー事業

舞鶴市展

文化の見本市

こんな事業に取り組んでいます文化を通しての
まちづくり

5 42023広報まいづる 6月号

中川 幾郎さん

文化振興審議会
委員長

　文化芸術は、暇やお金、体力、社会関係に恵まれている
人の余暇活動ではありません。基本的人権の 1 つであり、
全ての人に平等に与えられるべきものです。時間的にも経
済的にも恵まれた環境の人は自ら文化芸術を求めることが
できますが、そうでない人はなかなか難しい。そうした人た
ちへの文化芸術の提供を行政は考えるべきで、行政として
全ての人の文化芸術に触れる機会を保障できるよう努める。
それがこの計画の肝になっています。どれだけ均等に機会
を提供できたか、抜け落ちている人はいないかなど、定期
的に文化振興政策を評価していくことも計画に盛り込みま
した。ヒット曲 1 つで経済的な豊かさを手に入れられる可
能性のある今の時代、作詞や作曲、脚本を書ける若者がもっ
と出てきてもおかしくない。文化芸術教育の均等は職業選
択の可能性を広げることにもつながります。舞鶴市民の文

化芸術活動のレベルは、他市町村と比べてもかなり高いレ
ベルに達していて、各分野に優れた才能と実績を持ってい
る人がいます。舞鶴も全国と同じく世代間のつながりが弱い
ことが課題ですが、舞鶴市には文化振興条例があり、その
中には基本的人権の発想も入っているなど、土台はしっか
りしています。この計画を軸に今後さまざまな事業が実施さ
れ、市の文化振興がさらに進んでいくことを期待します。

平等に提供されるべき文化芸術
計画の策定に携わった 2 人に伺いました

第
２
次
舞
鶴
市
文
化
振
興
基
本

計
画
を
策
定

　
豊
か
な
自
然
環
境
や
文
化
資
源

を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
、市
民

一
人
ひ
と
り
が
文
化
芸
術
を
通
し

て
人
生
を
豊
か
に
し
て「
住
み
続

け
た
い
ま
ち
」「
訪
れ
た
い
ま
ち
」

に
し
て
い
く
た
め
に
は
、文
化
を

取
り
巻
く
環
境
を
整
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。市
で
は
、こ
う
し
た
環

境
を
整
え
、市
民
と
の
協
働
に
よ

り
取
り
組
む
文
化
振
興
の
方
向
性

を
示
す「
第
２
次
舞
鶴
市
文
化
振

興
基
本
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　「
す
べ
て
の
市
民
が
文
化
を
楽

し
み
、創
造
で
き
る
ま
ち
　
舞
鶴
」

「
ま
ち
を
誇
り
に
思
い
、愛
着
が
感

じ
ら
れ
る
文
化
都
市
　
舞
鶴
」を

基
本
理
念
に
、さ
ま
ざ
ま
な
文
化

振
興
施
策
を
通
じ
て
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
、全
て
の
市
民
が

魅
力
を
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

文
化
を
通
し
て

ま
ち
を
描
く

　計画には「文化に参加する」「文化をつくる」「文化でつ
ながる」「文化を育てる・支えるしくみをつくる」「まちづ
くりに文化を活かす」「舞鶴らしい文化を発信する」の 6
つの文化振興の柱が定められています。この 6 つの柱と
計画の理念に基づきさまざまな事業が行われることになり
ますが、これらに向けてまず行わなければならないのは、
文化の入り口のハードルを下げることだと思います。「文
化の見本市」はまさにいろいろな文化やその楽しみ方を知

ることができる入り口になると思います。その後にどう文
化とつながり続けてもらうかが難しいですが、指導者が本
当の意味での楽しさを教えられるかが大切ですね。ちゃん
とした技術がついて上手になっていく、頑張ったからこそ
分かる楽しさです。「アート・プログラム・デリバリー事
業」として学校の授業に行きますが、授業時間内に生徒
と一緒になって 1 つの曲を完成させます。それは達成感
と満足感を得ることが大切だからです。「アートスタート
事業」は始まった当初は全然参加者が集まりませんでした
が、今では募集開始 30 分で定員が埋まります。赤ちゃん
のころから文化に触れる、そして「デリバリー」「見本市」
などでさらに文化に触れていく。文化を育み、それが結果
として現れるには長い年月がかかりますが、文化はより良
く生きていくための方法の 1 つですので、ぜひ興味を持っ
てほしいと思います。

文化芸術に触れてもらう機会作り

立道 明美さん

文化振興審議会
委員



市から
発表

避難情報等（警戒レベル） 河川水位や雨の情報（警戒レベル相当）

警戒
レベル 状況 住民がとるべき行動 避難情報等

防災気象情報（警戒レベル相当）
浸水の情報（河川） 土砂災害の情報（雨）

５ 災害発生
または切迫

命の危険
直ちに安全確保！ 緊急安全確保 ５

相当 氾濫発生情報 大雨特別警報
（土砂災害）

〜〜〜〜〜〜〜〈警戒レベル４までに必ず避難！〉〜〜〜〜〜〜〜

４ 災害のおそれ
高い

危険な場所から
全員避難 避難指示 ４

相当 氾濫危険情報 土砂災害警戒情報

３ 災害のおそれ
あり

危険な場所から
高齢者等は避難 高齢者等避難 ３

相当
氾濫警戒情報

洪水警報 大雨警報

２ 気象状況悪化 自らの避難行動を
確認 大雨・洪水注意報 ２

相当 氾濫注意情報 −

１ 今後の気象状況
悪化のおそれ

災害への心構えを
高める 早期注意情報 １

相当 − −

市区町村長は、河川水位や雨

の情報（警戒レベル相当）のほ

か、地域特性や災害実績なども

踏まえ総合的に避難情報（警戒

レベル）の発令判断をすること

から、警戒レベルと警戒レベル

相当が出るタイミングや対象

地域は必ずしも一致しません。

大
雨
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て

万
全
の
備
え
を

毎
年
の
よ
う
に
大
雨
や
台
風
に
よ
る
災
害
が
各
地
で
発
生
し
て
い
ま

す
。い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
対
し
、日
頃
か
ら
備
え
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。梅
雨
を
迎
え
る
こ
れ
か
ら
の
季
節「
自
分
の
命

は
自
分
で
守
る
」を
念
頭
に
、今
一
度
、確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
危
機
管
理
・
防
災
課（
☎
66
・
１
０
８
９
）》浸水するマナイ商店街（平成 29 年台風 21 号）

日
頃
か
ら

　
　
で
き
る
こ
と

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
危
険

箇
所
の
確
認
を

　
危
険
箇
所
を
あ
ら
か
じ
め
把
握

す
る
た
め
に
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、
大

雨
や
河
川
の
氾
濫
な
ど
に
よ
る
浸
水

の
恐
れ
が
高
い
地
域
を
、
土
砂
災
害

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、
土
石
流
な

ど
の
恐
れ
の
あ
る
箇
所
を
い
ず
れ

も
色
分
け
し
て
示
し
て
い
ま
す
。

　
自
宅
や
職
場
を
は
じ
め
、
通
勤・

通
学
路
な
ど
が
安
全
な
箇
所
か
ど

う
か
、
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
左
コ
ー

ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
）
に
掲
載
し

て
い
る
ほ
か
、
各
公
民
館
や
危
機

管
理
・
防
災
課
な
ど
で

も
配
布
し
て
い
ま
す
。

▪
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
新
た

に
追
加

　
次
の
地
区
に
つ
い
て
、
新
た
に

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し

ま
し
た
。
❖
加
佐
地
区
（
由
良
川

だ
け
で
な
く
支
川
の
浸
水
区
域
を

追
加
）
❖
野
原
・
瀬
崎
・
大
丹
生

地
区
❖
池
内
地
区

❖
避
難
方
法
・
場
所
…
最
寄
り
の

避
難
所
の
位
置
や
移
動
時
間
を

確
認
し
て
お
く
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
災
害
の
規
模
な
ど

に
よ
っ
て
は
、
屋
外
に
出
る
こ

と
が
危
険
な
場
合
も

あ
る
こ
と
を
想
定
し
、

自
宅
の
２
階

以
上
な
ど
高

い
と
こ
ろ
、
崖

か
ら
離
れ
た

部
屋
で
安
全

を
確
保
す
る

こ
と
も
考
え

て
く
だ
さ
い

❖
非
常
持
出
品

…
定
期
的
に

確
認
を
し
て

く
だ
さ
い

【
持
出
品
の
例
】
乾
パ
ン
、
缶
詰

な
ど
の
非
常
食
、
懐
中
電
灯
、
体

温
計
、マ
ス
ク
、消
毒
液
、常
備
薬・

持
病
薬
な
ど

　
次
の
方
法
で
避
難
情
報
な
ど
を

入
手
で
き
ま
す
。
事
前
に
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

❖
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
❖
ま
い
づ
る

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
❖
防
災
行

政
無
線
❖
市
公
式
ラ
イ
ン
❖
緊
急

速
報
メ
ー
ル
❖
テ
レ
ビ
の
d
ボ
タ

ン
❖
舞
鶴
市
総
合
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

情
報
配
信
シ
ス
テ
ム

避
難
計
画
を
立
て
て
お
く

避
難
情
報
の
入
手
方
法

レ
ベ
ル
３
で
高
齢
者
等
避
難

レ
ベ
ル
４
ま
で
に
全
員
避
難

　
避
難
情
報
等
（
警
戒
レ
ベ
ル
）
は

５
段
階
あ
り
ま
す
。
避
難
行
動
を
と

る
の
は
「
警
戒
レ
ベ
ル
３
」
か
ら
で

す
が
、
１
や
２
の
段
階
で
情
報
に

し
っ
か
り
と
注
意
を
払
い
、
次
の
段

階
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。
市
か
ら
は

警
戒
レ
ベ
ル
３
以
上
を
防
災
行
政
無

線
や
ま
い
づ
る
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ

ス
、
ラ
ジ
オ
（
Ｆ
Ｍ
ま
い
づ
る
）
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

❖
警
戒
レ
ベ
ル
３
「
高
齢
者
等
避

難
」
…
避
難
に
時
間
の
か
か
る

高
齢
者
な
ど
は
避
難
を
開
始

❖
警
戒
レ
ベ
ル
４
「
避
難
指
示
」

…
ち
ゅ
う
ち
ょ
せ
ず
、
危
険
な

場
所
に
い
る
人
は
全
員
避
難
を

❖
警
戒
レ
ベ
ル
５
「
緊
急
安
全
確

保
」
…
命
の
危
険
が
迫
っ
て
い

ま
す
。
身
を
守
る
最
善
の
方
法

を
と
っ
て
く
だ
さ
い

　
災
害
の
恐
れ
が
高
ま
っ
た
際
、

皆
さ
ん
が
自
ら
の
判
断
に
よ
り
、

お
互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
的
確

に
行
動
す
る
た
め
に
は
「
い
つ
」

「
ど
こ
へ
」「
ど
の
よ
う
に
」
行
動

す
る
の
か
を
時
系
列
で
整
理
し
た

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

の
利
用
を

地
域
・
家
族
の
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
を
作
り
ま
し
ょ
う

▲自治会ごとの避難情報表示が
可能に

▪地域タイムラインの例。作成の相談はお気軽に市へ

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
避
難
行
動
計

画
）
を
、
あ
ら
か
じ
め
地
域
や
家

族
で
作
っ
て
お
く
こ
と
が
効
果
的

で
す
。
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
方

法
や
説
明
会
の
開
催
な
ど
に
つ
い

て
、
お
気
軽
に
危
機
管
理
・
防
災

課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
市
内
を
流
れ
る
河
川
の
水
位
情
報

や
防
災
情
報
を
「
舞
鶴
市
総
合
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
」
で

公
開
し
て
い
ま
す
。
由
良
川
や
高
野

川
、与
保
呂
川
な
ど
20
河
川
を
掲
載
。

国
・
府
・
市
が
管
理
す
る
河
川
の
現

在
の
水
位
の
確
認
や
、
市
内
の
避
難

情
報
の
発
令
状
況
が
地
図
上
で
視
覚

的
に
確
認
で
き
る
の
で
、
避
難
判
断

の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま

す
。
下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク

セ
ス
可
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
防
災

情
報
を
プ
ッ
シ
ュ
通
知
で
受
け
取
れ

る
「
防
災
ア
プ
リ
」
の
導
入
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

スイッチ 想定される状況
行動

地域 要配慮者・住民

　　警戒レベル 1
　　早期注意情報

・大雨の可能性 ・気象情報をチェック ・気象情報をチェック
・避難所の再チェック

　　災害警戒レベル 2
　　大雨注意報等

・大雨の 1 日前 ・避難行動の要チェック
・要配慮者への注意喚起
・河川水位や気象状況の状況確認開始

・避難行動をチェック

　　警戒レベル 3 ・災害の数時間前
・基準値の超過

・スイッチ 1 と避難情報を確認
・自治会役員や防災部役員へ連絡
・地域避難所の開設
・要配慮者の避難支援

・避難に時間を要する住民は避難開始
・開設避難所の確認
・危ないと思ったら避難行動開始
・その他の危険な場所にいる住民は避

難準備

　　災害レベル 4
　　土砂災害警戒情報
　　河川水位到達情報

・災害の直前
・小さな災害の発生

・スイッチ 2 と避難情報を確認
・自治会役員や防災部役員へ連絡
・避難の呼びかけ
・地域避難所が未開設の場合開設
・住民の避難支援

・危険な場所から全員、避難行動開始
・外に出られなければ屋内安全確保

　　災害レベル 5 ・大災害の発生
・特別警報

・すぐさま避難、安全確保に最善を尽
くす

・少しでも安全なところへ

災
害
の
進
展
（
時
系
列
）

▲新たに作成した洪水ハザードマップ

62023広報まいづる 6月号



大雨、台風のシーズン 万全の備えを

　
家
屋
な
ど
へ
の
浸
水
被
害
を
軽

減
す
る
た
め
、
土
の
う
を
提
供
す

る
「
土
の
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を

開
設
し
ま
す
。

【
開
設
場
所
】

❖
大
浦
地
区
…
平
ち
び
っ
こ
広
場

（
旧
平
小
学
校
跡
地
）

❖
東
・
中
地
区
…
土
木
管
理
セ
ン

タ
ー
（
市
場
地
内
）

❖
西
地
区
…
西
舞
鶴
駅
東
口
駐
車
場

❖
加
佐
地
区
…
加
佐
公
民
館

※
開
設
場
所
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
可
。
下
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ
ス
可

【
開
設
期
間
】
６
月
８
日
㈭
～
11

月
30
日
㈭
（
加
佐
公
民
館
は
、
11

月
２
日
㈭
ま
で
）

【
対
象
】
市
内
在
住
の
人
（
事
業

所
は
除
く
）

【
提
供
物
】土
の
う（
１
袋
約
10
㌔
）

【
提
供
方
法
】
設
置
場
所
か
ら
必

要
数
を
持
ち
帰
る
。
不
足
し
て
い

る
場
合
は
、
備
え
付
け
の
土
の
う

袋
、
ス
コ
ッ
プ
で
土
の
う
を
作
製

し
、
持
ち
帰
る

【
利
用
上
の
注
意
】

❖
必
要
数
の
み
持
ち
帰
っ
て
く
だ

さ
い

災
害
用
土
の
う
を
提
供

❖
市
に
よ
る
個
別
の
配
送
、
回
収

は
行
い
ま
せ
ん

❖
不
要
と
な
っ
た
土
の
う
は
、
開
設

期
間
中
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い

❖
直
射
日
光
な
ど
に
よ
る
劣
化
の

た
め
、
土
の
う
袋
が
破
れ
る
こ
と

が
あ
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
先
】
土
木
課
（
☎

66
・
１
０
４
９
）

　
浸
水
し
た
際
に
は
、
家
屋
の
屋

内
消
毒
に
使
用
す
る
噴
霧
器
の
貸

し
出
し
、
薬
品
の
提
供
を
行
っ
て

い
ま
す
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
を
。
下
コ
ー

ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

【
貸
出
場
所
】
生
活
環
境
課
、
西

支
所
、
加
佐
分
室

【
浸
水
家
屋
の
衛
生
対
策
】
十
分

な
清
掃
と
乾
燥
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
屋
内
の
洗
浄
や
拭
き
取

り
に
よ
り
泥
や
汚
れ
を
十
分
に
取

り
除
い
た
後
、
消
毒
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
屋
外
（
床
下
や
庭
な
ど
）

の
消
毒
は
原
則
不
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
生
活
環
境
課

(

☎
66
・
１
０
６
４)

浸
水
し
た
際
の
消
毒
用
の

噴
霧
器
な
ど
の
貸
し
出
し

高野川流域での河川改修、排水ポンプ施設整備など

市街地の浸水対策事業を進めています
　市では、現在、西市街地の高野川流域での洪水
や高潮などの複合的な水害に対して、府と連携し
浸水対策事業に取り組んでいます。
　内水対策の１つとして整備を進めていた大手ポ
ンプ場の建設工事は、出水期の稼働を目指し工事
を行っています。また、市街地への逆流防止対策
として、高野川や支川に逆流防止弁を順次整備し
ているほか、京都府による高野川の河川改修が進

んでいます。引き続き、1日でも早い完了を目指
し整備を進めていきます。
　また、東市街地でもこれまでの浸水被害の発生
状況などにより定めた重点対策地区で、浸水被害
軽減のための具体的な対策を検討し、総合的な浸
水対策を進めていきます。
【問い合わせ先】浸水対策課（☎ 66・2077）

▲河川改修が進む高野川 ▲施工中の大手ポンプ場（写真右側）

▪
市
民
税
・
府
民
税
納
税
通
知
書

　
今
年
度
の
市
民
税
・
府
民
税
の
納

税
通
知
書
を
６
月
中
旬
に
送
付
。
便

利
な
口
座
振
替
や
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
も
利
用
で
き
ま

す（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
は
、別

途
シ
ス
テ
ム
利
用
料
が
か
か
り
ま
す
）。

▼
詳
し
く
は
、税
務
課（
☎
66
・
１

０
２
６
）へ
。

▪
軽
自
動
車
税
口
座
振
替
の
車
検

用
納
税
証
明
書

　
１
月
か
ら
軽
自
動
車
納
税
確
認

シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
、車
検
の

際
に
納
税
証
明
書
の
提
示
が
不
要

に
な
り
ま
し
た
。
口
座
振
替
で
軽

自
動
車
税
の
納
付
が
確
認
で
き
た

人
で
、次
に
該
当
す
る
車
両
の
所

有
者
に
６
月
中
旬
に
送
付
。

【
対
象
】二
輪
の
小
型
自
動
車

【
そ
の
他
】送
付
ま
で
に
車
検
を
受

け
る
な
ど
急
ぎ
の
場
合
は
税
務
課

か
西
支
所
の
窓
口
へ
。
舞
鶴
市
ス

マ
ー
ト
申
請
シ
ス
テ
ム
か
ら
も
申

請
可（
郵
送
で
送
付
）。
左
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

▼
詳
し
く
は
、税
務
課（
☎

66
・
1
0
2
５
）へ
。

▪
児
童
手
当
の
現
況
届

　
昨
年
度
か
ら
、
現
況
届
の
提
出

は
原
則
不
要
に
な
り
ま
し
た
が
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は

提
出
が
必
要
で
す
。
現
況
届
を
送

付
し
ま
す
の
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
公
務
員
の
人
は
勤
務
先
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
対
象
】❖
離
婚
協
議
中
で
配
偶
者

と
別
居
し
て
い
る
人（
離
婚
協
議
中

か
離
婚
済
み
、
離
婚
協
議
を
取
り

や
め
た
か
を
市
で
把
握
で
き
て
い

な
い
人
を
含
む
）❖
配
偶
者
か
ら
の

暴
力
な
ど
で
、
住
民
票
の
住
所
地

が
舞
鶴
市
以
外
の
人
❖
児
童
の
戸

籍
や
住
民
票
が
な
い
人
❖
法
人
で

あ
る
未
成
年
後
見
人
、
施
設
・
里

親
の
受
給
者
❖
そ
の
他
、状
況
を

確
認
す
る
必
要
が
あ
る
人

※
該
当
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
現
況
届
が
届
か
な
い
場
合
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
現

況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
は
、6

月
分
以
降
の
児
童
手
当
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん

▼
詳
し
く
は
、子
ど
も
支
援
課（
☎

66
・
１
０
９
４
）へ
。

▪
福
祉
医
療
費
受
給
者
証（
ひ
と
り

親
家
庭
医
療
）

　
対
象
者
に
は
６
月
上
旬
に
申
請

書
を
送
付
。
６
月
30
日
㈮
ま
で
に

継
続
申
請
を
。

【
対
象
】健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

市
か
ら
の
通
知
・
発
送

暮
ら
し
の
情
報

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

❖
妊
娠
を
希
望
す
る
人
で
風
し

ん
抗
体
検
査
の
抗
体
価
が
低
い

人
❖
抗
体
価
が
低
い
妊
婦
の
同

居
者
で
、抗
体
価
が
低
い
人

【
申
請
方
法
】来
年
３
月
31
日
ま
で

に
所
定
の
用
紙（
健
康
づ
く
り
課

に
備
え
付
け
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
必
要

事
項
を
記
入
し
、同
課
へ
。

▼
詳
し
く
は
、健
康
づ
く
り
課（
☎

65
・
０
０
６
５
）へ
。

　
令
和
５
年
度
の
歯
周
疾
患
検
診

を
開
始
。
受
診
に
は
自
宅
に
送
付

さ
れ
て
い
る
検
診
案
内
兼
受
診
券

と
保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
場
所
】市
内
協
力
歯
科
医
療
機

関（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
可
）

【
内
容
】歯
周
病
検
査
や
一
般
歯

科
診
査
、ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

【
対
象
】今
年
度
40
歳
、50
歳
、60
歳
、

70
歳
に
な
る
市
内
在
住
の
人（
治
療

中
、総
入
れ
歯
の
人
は
対
象
外
）

【
料
金
】６
０
０
円（
70
歳
、生
活

保
護
世
帯
、非
課
税
世
帯
、舞
鶴

市
国
保
加
入
者
は
無
料
）

【
申
し
込
み
方
法
】直
接
協
力
歯

科
医
療
機
関
へ
。

▼
詳
し
く
は
、健
康
づ
く
り
課（
☎

65
・
０
０
６
４
）へ
。

る
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と
高
校
卒

業
ま
で
の
子
ど
も（
所
得
制
限
あ
り
）

▼
詳
し
く
は
、保
険
医
療
課（
☎

66
・
１
０
７
５
）へ
。

▪
国
民
健
康
保
険
料
納
入
通
知
書

　
対
象
者
に
６
月
中
旬
に
納
入
通

知
書
を
送
付
。

▼
詳
し
く
は
、保
険
医
療
課（
☎

66
・
１
０
０
３
）へ
。

▪
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書

　
対
象
者
に
６
月
中
旬
に
納
入
通

知
書
を
送
付
。

▼
詳
し
く
は
、高
齢
者
支
援
課（
☎

66
・
１
０
１
３
）へ
。

　
住
宅
に
一
定
の
要
件
を
満
た
す

耐
震
改
修
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
、

熱
損
失
防
止
改
修
を
行
っ
た
場
合
、

来
年
度
の
固
定
資
産
税
が
減
額
さ

れ
ま
す
。
所
定
の
用
紙（
税
務
課
に

備
え
付
け
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
必
要
書
類

を
添
え
て
工
事
完
了
後
３
か
月
以

内
に
税
務
課
へ
。

▼
詳
し
く
は
、税
務
課（
☎
66
・
１

０
２
６
）へ
。

【
対
象
】予
防
接
種
受
診
日
に
本

市
に
住
民
票
の
あ
る
人
で
次
の

　
都
市
計
画
案
を
縦
覧
。
期
間
内

に
は
意
見
書
の
提
出
が
で
き
ま
す
。

【
期
間
】６
月
27
日
㈫
～
７
月
11
日
㈫

【
縦
覧
場
所
】❖
京
都
府
決
定
…
府

都
市
計
画
課
、
中
丹
東
土
木
事
務

所
、市
都
市
計
画
課
、西
支
所
、加

佐
分
室
、
中
公
民
館
、
南
公
民
館

（
意
見
書
の
提
出
は
府
都
市
計
画

課
）❖
舞
鶴
市
決
定
…
市
都
市
計

画
課
、西
支
所
、加
佐
分
室
、中
公

民
館
、南
公
民
館（
意
見
書
の
提
出

は
市
都
市
計
画
課
）

【
内
容
】❖
京
都
府
決
定
…
舞
鶴
都
市

計
画
区
域
区
分
の
変
更（
上
安
地
区
）

❖
舞
鶴
市
決
定
…
舞
鶴
都
市
計
画

用
途
地
域
の
変
更（
上
安
地
区
）

▼
詳
し
く
は
、市
都
市
計
画
課（
☎

66
・
１
０
４
８
）へ
。

　
道
路
交
通
法
の
改
正
に
伴
う
、

特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車（
電

動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
な
ど
）の
専
用

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
、７
月
４

日
㈫
か
ら
交
付
予
定
で
す
。

【
交
付
場
所
】税
務
課
、西
支
所
、加

佐
分
室

▼
詳
し
く
は
、税
務
課（
☎
66
・
１

０
２
６
）へ
。

家
屋
に
か
か
る
固
定
資
産
税

の
減
額
措
置

市の人口と世帯数 人口  77,355 人（＋ 457 人）　世帯  34,510 世帯（＋ 297 世帯）

男  38,946 人（＋ 404 人）　女  38,409 人（＋ 53 人）※令和５年５月１日現在の推計人口。（　）内は前月比

風
し
ん
の
予
防
接
種
費
用
を

一 

部
助
成

歯
周
疾
患
検
診
の
実
施

都
市
計
画
図
書
の
縦
覧

特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
の

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付

9 82023広報まいづる 6月号



　
障
害
児
・
者
に
関
す
る
施
策
の
総

合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
に
つ
い
て

必
要
な
事
項
を
調
査
審
議
す
る
市
民

委
員
を
募
集
。任
期
は
２
年
。

【
対
象
】市
内
在
住
の
20
歳
以
上
で

協
議
会
に
出
席
で
き
る
人

【
募
集
人
数
】若
干
名（
作
文
で
選
考
）

【
申
し
込
み
方
法
】住
所
、氏
名
、年

齢
、性
別
、職
業
、電
話
番
号
か
フ
ァ

ク
ス
番
号
、作
文（「
障
害
児
・
者
の

地
域
生
活
を
支
え
る
た
め
の
施
策

に
つ
い
て
」「
障
害
者
の
就
業
を
促

進
す
る
た
め
の
施
策
に
つ
い
て
」「
障

害
の
特
性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
支
援
の
啓
発
に
つ
い
て
」の

い
ず
れ
か
一
つ
、８
０
０
字
程
度
）

を
７
月
７
日
㈮
ま
で
に
持
参
か
郵

送
、フ
ァ
ク
ス
、メ
ー
ル（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
）で
障
害
福
祉
・
国

民
年
金
課（
☎
66
・
１
０
３
３
、ＦＡＸ

62
・
７
９
５
７
）へ
。

　
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
林
業
被
害

を
減
少
さ
せ
る
た
め
、狩
猟
免
許

の
受
験
費
用
や
猟
銃
の
購
入
費
用

な
ど
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
者
】市
内
在
住
で
初
め
て
狩

猟
免
許
や
猟
銃
を
取
得
す
る
人

【
対
象
と
な
る
狩
猟
免
許
】

第
一
種
銃
猟
免
許
・
第
二
種
銃
猟

免
許
・
わ
な
猟
免
許

【
補
助
額
】❖
狩
猟
免
許
取
得
費
用

の
３
分
の
２（
予
算
額
に
達
し
次

第
終
了
）❖
来
年
度
に
購
入
す
る

猟
銃
購
入
費
用
の
３
分
の
２（
上

限
20
万
円
。
予
算
の
都
合
に
よ
り

事
業
が
実
施
で
き
な
い
場
合
あ
り
）

【
事
前
に
連
絡
を
】申
請
を
希
望
す

る
場
合
、
狩
猟
免
許
取
得
補
助
は

各
種
費
用
の
支
払
い
前
に
、猟
銃

取
得
補
助
は
10
月
ま
で
に
必
ず
事

前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
農
林
水
産
振
興
課

（
☎
66
・
１
０
３
０
）へ
。　

　
市
内
民
間
の
認
可
保
育
園
・
認

定
こ
ど
も
園
に
保
育
士
と
し
て
就

業
す
る
人
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。給
付
条
件
な
ど
制
度
の
詳
細

は
就
業
相
談
窓
口
へ（
関
連
17
㌻
）。

【
民
間
の
常
勤
保
育
士
に
な
っ
た
人

へ
の
給
付（
３
号
設
定
園
に
限
る
）】

❖
就
労
奨
励
金
20
万
円
を
給
付（
条

件
に
よ
り
最
大
50
万
円
）❖
家
賃

補
助
制
度（
最
大
月
５
万
円
×
３

年
間
）

【
民
間
保
育
士
の
給
与
改
善（
３
号

設
定
園
に
限
る
）】民
間
保
育
士
の

給
与
改
善
の
た
め
市
独
自
の
賃
金

施
設
、障
害
者
施
設
な
ど
の
従
事
者

【
申
し
込
み
方
法
】６
月
30
日
㈮
17

時
ま
で
に
電
話
で
ワ
ク
チ
ン
接
種

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
☎
68
・
９
２

２
５
）か
専
用
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
で
。
左
下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ

ス
可
。
先
着
順
に
日
時
指

定
を
し
て
通
知
し
ま
す
。

【
使
用
ワ
ク
チ
ン
】モ
デ
ル
ナ
社
製

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン

▪
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
務
局
を
移
転

　
6
月
19
日
㈪
か
ら
、市
役
所
本
庁

か
ら
中
総
合
会
館
へ
移
転
し
ま
す
。

接
種
券
や
接
種
証
明
書
の
発
行
申
請

な
ど
で
、お
越
し
に
な
る
際
は
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　
６
月
30
日
㈮
ま
で
市
内
一
斉
に

川
と
海
を
美
し
く
す
る
運
動
を
展

開
し
ま
す
。
私
た
ち
の
暮
ら
し
の

中
を
流
れ
る
美
し
い
川
と
青
い
海

を
汚
染
か
ら
守
り
、住
み
よ
い
生

活
環
境
を
作
る
た
め
次
の
こ
と
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

【
取
り
組
み
内
容
】❖
ご
み
な
ど
を

川
や
海
に
捨
て
な
い
❖
ご
み
は
決

め
ら
れ
た
場
所
に
定
め
ら
れ
た
日

に
出
す
❖
地
域
の
清
掃
活
動
な
ど

に
積
極
的
に
参
加
す
る

 《
舞
鶴
の
川
と
海
を
美
し
く
す
る
会
》

上
乗
せ
補
助
を
実
施（
補
助
基
準
額

月
額
１
万
２
千
円
）

【
子
ど
も
が
い
る
保
育
士
へ
の
支
援
】

市
内
の
認
可
保
育
園
・
認
定
こ
ど

も
園
で
就
労
し
て
い
る
保
育
士
の

子
ど
も
を
優
先
的
に
入
所
で
き
る

よ
う
配
慮
し
ま
す
。

【
職
場
体
験
や
見
学
】職
場
復
帰
に

不
安
が
あ
る
人
な
ど
は
、実
際
に

職
場
体
験
や
見
学
が
可
能
。

�
就
業
相
談
窓
口
へ
相
談
を

　
市
で
は
、保
育
士
の
就
労
や
離

職
防
止
、労
働
環
境
改
善
の
た
め
、

保
育
士
就
業
相
談
窓
口
を
開
設
し

て
い
ま
す
。詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
を
。
下
コ
ー

ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

【
開
設
日
時
】平
日
９
時
～
17
時

【
場
所
】乳
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー（
舞

鶴
こ
ど
も
園
内
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】同
セ
ン
タ
ー（
☎

68
・
９
５
１
０
）　

　
　
　
　《
幼
稚
園
・
保
育
所
課
》

【
日
時
】６
月
21
日
㈬
～
７
月
28
日
㈮

【
場
所
】商
工
観
光
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】12
歳
以
上
で
初
回
接
種
が
済

ん
で
い
る
人
の
う
ち
、65
歳
以
上
の

高
齢
者
、基
礎
疾
患
が
あ
る
人
、そ

の
他
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
と
医
師

が
認
め
る
人
、医
療
機
関
や
高
齢
者

障
害
者
施
策
推
進
協
議
会
の
市

民
委
員
を
募
集

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

集
団
接
種

狩
猟
免
許
取
得
・
猟
銃
の
購

入
を
補
助

市議会６月定例会
（予定）

市議会6月定例会の日程は右表のとおり。
▶詳しくは、議会事務局　（☎66・1060）へ。

※日程は変更になることがあります

日時 内容 場所

６月15日㈭10時から 本会議（一般質問）

 市議会議場16日㈮10時から 本会議（一般質問）

20日㈫10時から 本会議（一般質問、議案質疑）

22日㈭９時から 福祉健康

予算決算分科会・委員会
 議員協議会室

22日㈭13時30分から 市民文教

23日㈮９時から 産業建設

23日㈮13時30分から 総務消防

28日㈬９時から 予算決算委員会

７月３日㈪10時から 本会議（委員長報告、討論、採決）  市議会議場

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
の

保
育
士
へ
の
支
援

舞
鶴
の
川
と
海
の
美
化
強
化
月

間

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
申

請
を

　マイナンバーカードを利用してコンビニで住民票の写しや
印鑑登録証明書、課税（非課税）証明書などを発行する交付
サービスを実施しています。来年 3 月 31 日までは市役所な
どの窓口に比べて 100 円安く利用できます。
　マイナンバーカードと利用者証明用電子証明書の 4 桁の暗
証番号があれば最寄りのコンビニのマルチコピー機を操作す
ることで 5 分ほどで受け取ることができます。都合の良い時
間に、ぜひ利用してください。
※課税証明書・所得証明書を発行する場合、調整控除額の

記載された税証明（高等学校等就学支援金の申請など）
は発行できません。必要な場合は、税務課市民税係か西
支所、加佐分室で交付を受けてください

【利用可能な時間】❖住民票の写し、住民票記載事項証明書、
印鑑登録証明書、課税（非課税）証明書・所得証明書…6 時
30 分～ 23 時❖戸籍全部・個人事項証明書、戸籍の附票の写
し…平日の 9 時～ 17 時（土・日曜日、祝日は利用不可）

【利用できる場所】全国のコンビニのマルチコピー機設置店舗
【発行手数料】1 通 200 円
※戸籍全部・個人事項証明書（戸籍謄・抄本）は 350 円

【利用方法など】詳しくは、市ホームページで確認してくだ
さい。右下コードからアクセス可

【問い合わせ先】市民課（☎ 66・1001、☎ 66・
1002）、税務課（☎ 66・1026）

住民票や課税証明などは近くのコンビニで
100円お得なコンビニ交付サービスの利用を

【
対
象
】保
護
者
が
仕
事
な
ど
で
昼

間
家
庭
に
い
な
い
小
学
生（
申
し

込
み
が
多
数
の
場
合
は
、放
課
後

自
宅
に
誰
も
い
な
い
児
童
や
低
学

年
の
児
童
を
優
先
）

【
定
員
】❖
三
笠
小
学
校
区
地
域
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
…
６
人
❖
倉
梯
小
学

校
区
地
域
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
…
４

人
❖
与
保
呂
小
学
校
区
地
域
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
…
５
人
❖
朝
来
小
学
校

区
地
域
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
…
5
人

❖
大
浦
小
学
校
区
地
域
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
…
６
人
❖
中
舞
鶴
小
学
校
区

地
域
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
…
８
人

❖
吉
原
小
学
校
区
地
域
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
…
10
人
❖
余
内
小
学
校

区
地
域
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
…
４

人
❖
池
内
小
学
校
区
地
域
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
…
６
～
７
人
❖
児
童

セ
ン
タ
ー
ふ
た
ば
…
５
人
❖
南
舞

鶴
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
…
５
人

【
料
金
】❖
９
月
、10
月
、11
月
、２
月

…
５
，０
０
０
円
❖
12
月
、1
月
…

６
，０
０
０
円
❖
７
月
、３
月
…
７
，

０
０
０
円
❖
８
月
…
９
，０
０
０
円

※
兄
弟
姉
妹
が
同
時
に
利
用
す
る
場

合
、２
子
目
か
ら
半
額
。
お
や
つ

代
や
保
険
料
な
ど
が
別
途
必
要

【
申
し
込
み
方
法
】６
月
15
日
㈭
ま

で
に
就
労
証
明
書
な
ど
必
要
な
書

類
を
添
え
て
子
ど
も
支
援
課（
☎

66
・
１
０
０
８
）へ
。

　
通
院
の
た
め
に
利
用
す
る
タ
ク

シ
ー
料
金
の
一
部
を
助
成
。

【
対
象
】次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

�
重
度
じ
ん
臓
機
能
障
害
者

❖
在
宅
の
じ
ん
臓
機
能
障
害
者
で
身

体
障
害
者
手
帳
１
級
を
所
持
❖
人
工

透
析
療
法
を
受
け
通
院
し
て
い
る

❖
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
減
免

を
受
け
て
い
な
い
❖
同
一
世
帯
の
所

得
税
の
合
算
額
が
一
定
基
準
以
下

�
人
工
呼
吸
器
を
装
着
し
て
い
る

障
害
児
・
者

❖
在
宅
で
人
工
呼
吸
器
が
常
時
必

要
な
障
害
児
・
者（
医
師
の
意
見

書
な
ど
が
必
要
な
場
合
あ
り
）

【
助
成
額
】１
か
月
2
，0
0
0
円

【
申
請
方
法
】６
月
16
日
㈮
ま
で
に

障
害
福
祉
・
国
民
年
金
課（
☎
66
・

1
0
3
3
）か
子
ど
も
支
援
課（
☎

66
・
１
０
９
４
）へ
。

【
対
象
】市
民
税
非
課
税
世
帯
の
う
ち

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

❖
ひ
と
り
親
世
帯
❖
障
害
者
世
帯

（
父
母
か
そ
の
一
方
が
身
体
障
害

者
手
帳
３
級
以
上
な
ど
）❖
児
童

世
帯
❖
長
期
療
養
者
世
帯

【
申
請
方
法
】７
月
３
日
㈪
ま
で
に
中

丹
東
保
健
所（
☎
75
・
０
８
５
６
）へ
。

　
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
。募

集
案
内
は
６
月
20
日
㈫
～
７
月
７

日
㈮
12
時
ま
で
に
都
市
計
画
課
、西

支
所
、中
総
合
会
館
で
配
布
。
入
居

は
10
月
上
旬
予
定
。

【
対
象
】❖
白
鳥
団
地
❖
三
宅
団
地

❖
市
場
団
地
❖
城
北
団
地

【
申
し
込
み
資
格
】次
の
全
て
に
該
当

す
る
人
❖
市
基
準
の
住
宅
困
窮
要

件
を
満
た
す
❖
市
の
定
め
る
基
準

以
下
の
収
入
❖
市
内
在
住
か
在
住

予
定
❖
本
人
を
含
め
２
人
以
上
の

親
族（
婚
姻
と
同
様
の
関
係
に
あ
る

人
を
含
む
）が
同
時
に
入
居
で
き
る

（
一
部
は
、単
身
入
居
可
）❖
市
税
を

滞
納
し
て
い
な
い

【
申
し
込
み
方
法
】６
月
26
日
㈪
～

７
月
７
日
㈮
12
時
ま
で
に
必
要
書

類
を
都
市
計
画
課
へ
持
参
。

▼
詳
し
く
は
、
都
市
計
画
課（
☎

66
・
１
０
５
０
）へ
。

高
校
生
給
付
型
奨
学
金
の
支
給

申
請

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ　
　
　
　
　
　

７
月
か
ら
の
追
加
募
集

【
有
料
広
告
】

市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集

11 102023広報まいづる 6月号



働
き
た
い
を
応
援

子
育
て
中
の
女
性
を
対
象
に

「
家
庭
で
の
役
割
を
担
い
な
が
ら

自
分
の
ス
キ
ル
を
生
か
せ
る
働

き
方
」に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
ま
し
た
。こ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、働
く
上
で「
時
間
の
融

女性技術者の採用や重労働作業の削減、
育児短時間勤務の導入など、女性も安心し
て働ける職場環境づくりを進めるため、時
代のニーズに合わせた新たな取り組みを始
めている市内事業所が集まり座談会を開催
しました。子育て中の女性のアンケート結
果の共有や先進的な取り組みを行う市内事
業所に事例を発表いただくなど、働きたい
女性たちと人手が足りない事業所がうまく
マッチングできる仕組みづくりについて活
発な意見交換を行いました。

［第81号］
男女共同参画情報 かがやき

男
女
が
共
に
参
画
し
、
活
躍
で

き
る
環
境
づ
く
り

舞
鶴
市
男
女
共
同
参
画
計
画

「
ま
い
プ
ラ
ン（
第
３
次
）」で
は
、

目
標
の
一
つ
に「
男
女
が
共
に
参

画
し
、活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
」

を
掲
げ「
女
性
の
活
躍
推
進
」や

「
男
女
が
共
に
働
き
や
す
い
環
境

づ
く
り
」を
目
指
し
、具
体
的
な

施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

市
は
、
結
婚
や
子
育
て
、
転
勤

な
ど
家
庭
の
事
情
で
、い
っ
た
ん

キ
ャ
リ
ア
を
断
念
し
て
い
る
女
性

た
ち
が
、こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア

の
な
か
で
身
に
付
け
た
ス
キ
ル
や

資
格
を
生
か
し
、再
び
社
会
で
活

躍
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
」や「
キ
ャ
リ

ア
と
子
育
て
」を
テ
ー
マ
に
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
ほ

か
、市
内
事
業
所
と
共
に
子
育
て

中
の
女
性
を
は
じ
め
、多
様
な
人

材
が
活
躍
で
き
る
柔
軟
な
働
き
方

に
つ
い
て
考
え
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
や

座
談
会
を
実
施
す
る
な
ど
、誰
も

が
働
き
や
す
く
、働
き
が
い
を
持

て
る
環
境
づ
く
り
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　《
人
権
啓
発
推
進
課
》

働 きたい
を応援

学びや
交流の場

新たな
取り組み

女性の雇用創出
と市内事業所の
人材不足を解消

資格や語学の勉強、
テレワークをフレア
ス舞鶴で支援

女性のデジタル
人材を育成

女性の就労に関する思いなどを
発信し、活躍できる場を創出

新たな挑戦や現在の活動を支援
するため、フレアス舞鶴のフリー
スペースを無料開放

需要が高まる「デジタル」分野の
スキルの習得を目指し、女性の
就労と経済的自立を後押し

通
」が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お

り
、土
・
日
曜
日
の
勤
務
や
子
ど

も
の
急
な
体
調
不
良
時
の
休
暇

取
得
の
難
し
さ
と
い
っ
た
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、子
ど
も
を
預
け
ら
れ
て
、

時
間
の
融
通
が
利
け
ば「
働
き
た

い
」と
考
え
て
い
る
女
性
が
多
数

を
占
め
る
と
い
う
結
果
と
な
り
、

そ
の
う
ち「
家
庭
と
仕
事
を
両
立

で
き
る
な
ら
扶
養
の
範
囲
を
気

に
せ
ず
働
き
た
い
」と
考
え
る
女

性
は
半
数
以
上
で
し
た
。

企業座談会を実施

98人の母親にアンケートを実施

�働く上での問題点について（複数回答可）

家事

育児

体調

勤務時間

勤務日

子どもに何かあった時の休み

その他

土・ 日曜日 は 子 ど
もの預け先がない

子どもの帰宅時間に
合わせて帰らないと
いけない

子どもの発熱などで
休む時に嫌な顔をし
ないでほしい大半の母親が時間の融通が問題となっている

39人（39.8㌫）

53人（54.1㌫）

23人（23.5㌫）

76人（77.6㌫）

59人（60.2㌫）

87人（88.8㌫）

…3人（3.1㌫）

�希望する働き方について

できるだけ多く働きたい

家庭と両立できる職場であれば、
多く働きたい

税金の扶養範囲を超えない程度

社会保険の扶養範囲を超えない程度

34㌫

30㌫

26㌫

10㌫

男女共同参画情報　かがやき

※1月から2月に0～12歳の子どもを持つ母親に実施
私らしく活躍するために

13 122023広報まいづる 6月号



学
び
や
交
流
の
場

フ
レ
ア
ス
舞
鶴
は
、学
習
・
啓

発
の
講
座
や
市
民
交
流
の
ほ
か
、

資
格
取
得
な
ど
に
向
け
た
学
習

な
ど
に
も
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

�「
マ
マ
の
時
間
」

一
時
預
か
り
事
業

フ
レ
ア
ス
舞
鶴
の
託
児
ル
ー
ム

で
は
、毎
週
水
・
金
曜
日
に
子
ど

も
の
一
時
預
か
り
事
業「
マ
マ
の

時
間
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。
テ

レ
ワ
ー
ク
を
は
じ
め
、再
就
職
に

向
け
た
資
格
取
得
の
勉
強
や
趣

味
、忙
し
い
家
事
・
育
児
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
の
時
間
と
し
て
、毎
回

多
く
の
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

結
婚
を
機
に
石
川
県
か
ら
移

住
し
て
き
ま
し
た
。近
く
に
親
戚

も
マ
マ
友
も
お
ら
ず
、6
か
月
の

娘
と
2
人
き
り
で
過
ご
す
毎
日

の
中
で
、子
育
て
に
疲
れ
て
ぐ
っ

た
り
し
て
い
た
と
こ
ろ
、ネ
ッ
ト

で
舞
鶴
の
子
育
て
情
報
を
検
索

し
、こ
の
事
業
を
知
り
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で「
ゆ
っ
く
り

と
自
分
の
た
め
の
時
間
を
過
ご

し
て
も
ら
う
」と
い
う
言
葉
を
見

た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。少
し

で
も
気
分
転
換
に
な
れ
ば
い
い

か
な
、く
ら
い
の
気
持
ち
で
利
用

し
た
と
こ
ろ
、思
っ
て
い
た
以
上

に
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
せ
て
、リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
こ
と
で
気
力

や
意
欲
が
む
く
む
く
と
湧
き
出

し
、今
は
私
自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
の
た
め
、動
画
編
集
の
オ
ン
ラ

復職に向けてスキルアップ

イ
ン
ス
ク
ー
ル
を
受
講
す
る
時

間
な
ど
に
充
て
て
い
ま
す
。

移
住
し
て
も
、石
川
県
の
職
場

は
辞
め
ず
定
期
的
に
出
勤
し
、仕

事
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、妊
娠
・

出
産
で
仕
事
を
辞
め
る
か
、扶
養

の
範
囲
で
働
く
か
な
ど
、働
き
方

に
つ
い
て
随
分
悩
み
ま
し
た
。そ

ん
な
中
、会
社
が
テ
レ
ワ
ー
ク
を

導
入
し
、テ
レ
ワ
ー
ク
第
１
号
と

し
て
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、石
川
県

の
職
場
に
籍
を
お
い
た
ま
ま
、育

児
休
業
を
取
得
し
て
い
ま
す
。現

在
は
復
職
を
見
据
え
て
、こ
れ
か

ら
職
場
で
必
要
に
な
る
分
野
の

ス
キ
ル
を
身
に
付
け
よ
う
と
勉

強
し
て
い
ま
す
。

利
用
す
る
前
の
日
中
は
、ど
う

し
て
も
子
育
て
は
私
一
人
で
頑

張
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、疲

れ
果
て
て
気
力
も
湧
か
な
い
日
々

で
し
た
が
、一
時
預
か
り
を
利
用

し
て
世
界
が
変
わ
り
ま
し
た
。利

用
し
た
こ
と
の
な
い
マ
マ
に
、ぜ

ひ
一
度
フ
レ
ア
ス
舞
鶴
を
の
ぞ

き
に
お
い
で
！
世
界
が
変
わ
る

よ
！
と
伝
え
た
い
で
す
。

【
開
設
日
】

毎
週
水
・
金
曜
日
❖
９
時
30
分
～

11
時
❖
11
時
15
分
～
12
時
45
分

【
対
象
】

生
後
４
か
月
～
就
学
前

【
定
員
】

最
大
６
人
程
度

【
利
用
要
件
】

原
則
、
保
護
者
は「
フ
レ
ア
ス
舞

鶴
」内
で
活
動
な
ど
を
行
う
こ
と

【
料
金
】

子
ど
も
１
人
に
つ
き
１
回
３
０
０
円

【
申
し
込
み
方
法
】

利
用
す
る
前
週
の
平
日
９
～
16

時
に
電
話
で
フ
レ
ア
ス
舞
鶴（
☎

６
５・０
０
５
５
）へ
。

6月23日㈮～29日㈭は男女共同参画週間です。
この週間に合わせゲームアプリ「hinadan」の開発
者で「世界最高齢のアプリ開発者」として有名な
若宮正子さんを講師に招き「老いてこそ デジタル
を。～年を重ねるほど、人生はどんどんおもしろ
くなる！！～」をテーマにした講演会を開催。
【日時】６月24日（土）13時30分～15時
【場所】赤れんが2号棟
【定員】先着100人程度（要予約）
【申し込み方法】電話かファクス、申し込みフォー
ム で 人権啓発推進課（☎66・1022、ＦＡＸ

62・9891）へ。右コードからアクセス可。

西山 由佳さん（左）

　　 凜ちゃん（右）

Interview 02

保
育
士
資
格
の
取
得
に
向
け

た
勉
強
時
間
の
確
保
や
忙
し
い

毎
日
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
た
め

に
も「
マ
マ
の
時
間
」を
利
用
し

て
い
ま
す
。こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
ま
で
は
、夜
に
子
ど
も
が

寝
て
い
る
間
に
勉
強
し
て
い
ま

し
た
が
、自
宅
で
家
事
や
子
ど
も

の
こ
と
が
気
に
な
り
な
が
ら
勉

強
す
る
の
と
、こ
こ
で
子
ど
も
を

預
け
、集
中
し
て
勉
強
す
る
の
と

で
は
、同
じ
時
間
で
も
集
中
力
も

体
へ
の
負
担
も
全
然
違
い
ま
す
。

ま
た
、館
内
は
フ
リ
ーW

i-Fi

が

利
用
で
き
る
の
で
、勉
強
用
動
画

な
ど
が
視
聴
で
き
る
と
こ
ろ
も

あ
り
が
た
い
で
す
。

私
は
お
昼
前
の
11
時
15
分
か

ら
の
90
分
を
利
用
す
る
こ
と
が

多
い
で
す
。子
育
て
を
し
て
い
る

1人の時間で、子どもも成長

と
ゆ
っ
く
り
食
事
も
取
れ
な
い

こ
と
が
多
い
の
で
、こ
の
時
間
を

利
用
し
て
、ゆ
っ
く
り
座
っ
て
昼

食
を
取
る
と
い
う
至
福
の
時
間

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

末
っ
子
の
託
児
を
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、息
子
は
一
時

預
か
り
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

年
齢
の
子
ど
も
達
と
触
れ
合
う

こ
と
で
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。

で
き
る
こ
と
が
増
え
た
り
、自
分

よ
り
幼
い
子
と
の
関
わ
り
方
を

学
ん
だ
り
と
、家
の
中
だ
け
で
は

で
き
な
い
経
験
を
し
て
い
て
、預

け
る
た
び
に
成
長
を
感
じ
て
い

ま
す
。保
育
士
さ
ん
も
預
か
り
の

中
で
の
様
子
を
伝
え
て
く
だ
さ

り
、一
緒
に
成
長
を
感
じ
て
も
ら

え
る
存
在
と
し
て
、と
て
も
心
強

く
、子
育
て
の
視
点
か
ら
も
充
実

し
た
時
間
を
過
ご
せ
て
い
ま
す
。

私
は
資
格
取
得
と
い
う
目
標

が
あ
り
利
用
し
て
い
ま
す
が
、目

的
や
目
標
が
な
い
と
子
ど
も
を

預
け
て
は
い
け
な
い
な
ん
て
こ

と
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。フ

レ
ア
ス
舞
鶴
に
来
た
ら
マ
マ
同

士
の
新
し
い
出
会
い
も
あ
り
ま

す
し
、マ
マ
自
身
も
い
ろ
い
ろ
な

刺
激
を
受
け
ら
れ
ま
す
よ
。

常塚 佳子さん（右）

　　 馳人くん（左）

Interview 01

フレアス利用者の声

男女共同参画講演会

▲子ども一時預かりの様子

新
た
な
取
り
組
み

国
の
女
性
版
骨
太
の
方
針
で

は
、重
点
的
に
取
り
組
む
事
項
の

一
つ
に「
女
性
の
経
済
的
自
立
」

を
掲
げ
て
お
り
、こ
の
な
か
で「
女

性
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
」を
重

要
施
策
と
し
て
位
置
付
け
て
い

ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
分
野
を
生
か
し
た

就
労
は
、女
性
が
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
や
生
活
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た

柔
軟
な
働
き
方
を
実
現
し
や
す

く
、副
業
や
兼
業
へ
も
つ
な
が
る

な
ど
女
性
の
経
済
的
な
後
押
し

に
つ
な
が
り
ま
す
。

市
で
は
、今
年
度
デ
ジ
タ
ル
を

活
用
し
働
き
た
い
と
考
え
て
い

る
女
性
な
ど
を
対
象
に「
デ
ジ
タ

ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
野
」で
活

躍
で
き
る
ス
キ
ル
を
習
得
で
き

る
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、ス
キ
ル
を
身
に
付
け
た

受
講
者
の
就
労
に
つ
な
が
る
よ

う
、市
内
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

推
進
す
る
取
り
組
み
も
進
め
ま

す
。

男女共同参画情報　かがやき
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略語の見方　時＝日時　　場＝場所・会場　　内＝内容　対＝対象　定＝定員、募集人数　料＝料金
　　　　　　他＝その他　申＝申し込み方法　問＝問い合わせ先

【ご注意】次の場合は記載していません。対 だれでも　定 特になし　料 無料　他 特になし　申 不要

▶田辺城資料館、ふるさと発見館（郷土資料館）／毎週月曜日（祝日の場合はその翌々日）と祝日の翌日
▶総合文化会館、陶芸館／毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）　▶文化公園体育館／第２木曜日　▶東体育館／第３木曜日
▶中公民館／第４月曜日　▶まなびあむ、西・南・加佐公民館、大浦・城南会館／毎週月曜日
▶東図書館／毎週木曜日と祝日（火・木曜日の場合のみ）、毎月の最終火曜日
▶西図書館／毎週月曜日と祝日（月・水・金曜日の場合のみ）、毎月の最終水曜日

施設の
休館日

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

催
し

高
校
生JO

B
-E

XP
O

2023

時
６
月
10
日
㈯
13
時
30
分
～
16
時

場
日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ（
綾
部
市
）

内
中
丹
地
域
60
社
や
公
共
機
関
に
よ
る
、仕

事
内
容
や
職
場
の
紹
介
な
ど
対
高
校
生
と
そ

の
保
護
者
申
前
日
ま
で
に
電
話
で
産
業
創
造・

雇
用
促
進
課（
☎
66
・
１
０
２
１
）へ
。

舞
鶴
市
展2023

時
６
月
10
日
㈯
～
6
月
18
日
㈰
９
時
30
分
～

17
時（
土
・
日
曜
日
は
18
時
ま
で（
18
日
は
16

時
ま
で
）、12
日
㈪
は
休
館
）場
総
合
文
化
会

館
内
洋
画
・
日
本
画
・
書
・
写
真
・
工
芸
美

術
の
展
示
問
同
館（
☎
64
・
０
８
８
０
）

青
葉
山
ろ
く
公
園 

（
☎
、ＦＡＸ
62
・
２
３
３
９
）

●
貯
筋
運
動
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

時
６
月
14
日
㈬
・
28
日
㈬
10
時
～
11
時

内

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
定
先
着
各
日
10
人

料
８
０
０
円
申
前
日
ま
で
に
氏
名
、電
話
番

号
を
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
。

●
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

時
７
月
８
日
㈯
９
時
～
13
時

定
先
着
96
人
料
１
回
６
０
０
円

申
７
月
５
日
㈬
ま
で
に
窓
口
か
フ
ァ
ク
ス
で
。

《
共
通
》他
掲
載
し
た
催
し
の
ほ
か
、イ
ベ
ン

ト
情
報
あ
り
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
。下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

陶
芸
館 

（
☎
、ＦＡＸ
64
・
３
２
６
３
）

●
親
子
手
び
ね
り

時
６
月
24
日
㈯
10
時
～
12
時
、14
時
～
16
時

対
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定
各
回
８
組（
多
数
の
場
合
抽
選
）

料
１
，４
０
０
円（
小
学
生
１
，１
０
０
円
）

申
６
月
18
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
。

●
子
ど
も
ろ
く
ろ

時
６
月
25
日
㈰
10
時
～
11
時
、13
時
30
分
～

14
時
30
分
、15
時
～
16
時
対
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
定
各
回
５
組（
多
数
の
場
合
抽
選
）

料
１
，４
０
０
円（
小
学
生
１
，１
０
０
円
）

申
６
月
18
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
。

●
手
び
ね
り
中
級

時
６
月
30
日
㈮
～
10
月
６
日
㈮
に
計
６
回
、

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

時
６
月
16
日
㈮
13
時
30
分
～
15
時

場
城
南
会
館
内
参
加
者
同
士
の
交
流
な
ど

対
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族

問
高
齢
者
支
援
課（
☎
66
・
１
０
１
８
）

東
図
書
館 

（
☎
62
・
０
１
９
０
）

●
お
は
な
し
の
部
屋「
６
月
」

時
６
月
17
日
㈯
11
時
～
11
時
20
分

内
昔
話
の
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
や
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
な
ど
対
小
学
生

●
え
ほ
ん
の
じ
か
ん

時
６
月
24
日
㈯
11
時
～
11
時
15
分

内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

対
３
歳
以
上
の
子
ど
も

西
図
書
館 
（
☎
75
・
５
４
０
６
）

●
赤
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

時
６
月
21
日
㈬
11
時
～
11
時
15
分

内
わ
ら
べ
う
た
遊
び
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

な
ど
対
０
～
２
歳
児

●
え
ほ
ん
の
じ
か
ん

時
７
月
１
日
㈯
11
時
～
11
時
15
分

内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

対
３
歳
以
上
の
子
ど
も

人
権
講
演
会

時
６
月
17
日
㈯
14
時
～
15
時
30
分（
開
場
13

時
30
分
か
ら
）場
中
総
合
会
館

内
講
演「
性
別
だ
っ
て
十
人
十
色
～
ま
ず
は

知
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
～
」

他
補
聴
器
が
聞
こ
え
や
す
く
な
る
磁
気
誘
導

ル
ー
プ
席
あ
り

問
人
権
啓
発
推
進
課（
☎
66
・
１
０
２
２
）

14
時
～
16
時
対
手
び
ね
り
初
級
修
了
者
、作

陶
経
験
者
定

10
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

料
９
，０
０
０
円（
別
途
材
料
代
が
必
要
）

申
６
月
25
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
。

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
　
　
　
　
　

合
同
就
職
説
明
会

時

６
月
25
日
㈰
13
時
30
分
～
15
時
30
分（
受

け
付
け
は
13
時
か
ら
）場
西
駅
交
流
セ
ン
タ
ー

内
舞
鶴
市
・
宮
津
市
の
保
育
園
、認
定
こ
ど

も
園
の
合
同
就
職
説
明
会

対
保
育
士
と
し
て
就
業
を
希
望
す
る
人

問
京
都
府
保
育
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
セ
ン

タ
ー（
☎
０
７
５・２
５
２・６
３
３
３
）

遺
骨
の
帰
国
と
旧
大
浦
中
生
徒
の
体
験

を
聞
く
会

時
６
月
25
日
㈰
14
時
か
ら
場
大
浦
会
館

内
シ
ベ
リ
ア
抑
留
者
の
遺
骨
を
出
迎
え
た
当

時
の
大
浦
中
生
徒
に
よ
る
体
験
談
や
引
き
揚

げ
に
つ
い
て
の
ス
ラ
イ
ド
上
映
な
ど

問
旧
大
浦
中
生
徒
の
遺
骨
お
迎
え
の
体
験
を

聞
く
会
の
関
本
さ
ん（
☎
０
９
０・５
６
５
２

・
２
０
９
３
）

リ
サ
イ
ク
ル
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

時
７
月
２
日
㈰
10
時
～
12
時

場
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
内

18
店
が
出
店
予
定

《
出
店
者
を
募
集
》

対

18
歳
以
上
定
先
着
18
店

他
販
売
業
者
や
事
業
所
の
出
店
、飲
食
物
の

販
売
は
不
可
申
６
月
19
日
㈪
～
23
日
㈮
に
電

話
で
同
プ
ラ
ザ（
☎
64
・
７
２
２
２
）へ
。
詳

し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。
下
コ

ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

郷
土
資
料
館
で「
舞
鶴
ふ
る
さ
と
発
見
」

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク

時
６
月
18
日
㈰
13
時
30
分
～
14
時
30
分

内
糸
井
文
庫
の
豆
本
に
つ
い
て
学
芸
員
が
解
説

料
１
０
０
円（
学
生
50
円
、市
内
在
住
か
在
学

の
学
生
は
無
料
）

問
郷
土
資
料
館（
☎
75
・
８
８
３
６
）

赤
れ
ん
が
バ
ザ
ー
ル

時
６
月
18
日
㈰
、７
月
９
日
㈰
10
時
～
15
時

場
赤
れ
ん
が
４
号
棟
内
手
作
り
雑
貨
や
ス
イ

ー
ツ
の
販
売
、体
験
コ
ー
ナ
ー

問
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ハ
ウ
ス（
☎
66
・
１
０
９
６
）

舞
鶴
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
看
護
学
校
公
開

時
６
月
18
日
㈰
13
時
30
分
～
15
時
30
分

内
学
校
案
内
や
模
擬
授
業
・
教
材
体
験
な
ど

対
中
学
生
以
上
申
６
月
17
日
㈯
12
時
ま
で
に

電
話
か
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で
同
校（
☎
63
・

４
３
３
８
）へ
。詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

「
中
学
生
の
主
張
」大
会

時
６
月
24
日
㈯
13
時
30
分
～
16
時

場
中
総
合
会
館
内
市
内
７
中
学
校
の
代
表
生

徒
に
よ
る
主
張
作
文
の
発
表
問
子
ど
も
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー（
☎
66
・
２
１
２
０
）

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー 

（
☎
63
・
３
０
０
８
、ＦＡＸ
62
・
９
５
４
６
）

●
健
康
講
座「
ぐ
っ
す
り
眠
れ
て
い
ま
す
か
」

時
６
月
28
日
㈬
13
時
30
分
～
14
時
30
分

内
睡
眠
と
健
康
に
つ
い
て
の
講
座

●
俳
句
サ
ー
ク
ル「
俳
句
展
」

時
７
月
３
日
㈪
～
27
日
㈭
10
時
～
16
時

引
揚
記
念
館
七
夕
イ
ベ
ン
ト 

～
星
に
願
い
を
～

時
７
月
３
日
㈪
～
７
日
㈮
９
時
～
17
時

内
来
館
者
に
よ
る
願
い
を
込
め
た
短
冊
の
飾

り
付
け（
３
日
10
時
か
ら
平
こ
ど
も
園
園
児

と
引
揚
語
り
の
会
に
よ
る
飾
り
付
け
）

問
同
館（
☎
68
・
０
８
３
６
）

人
形
劇
団
ク
ラ
ル
テ
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う 

ね
こ
人
形
」

時
８
月
６
日
㈰
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
総
合
文
化
会
館
料
５
０
０
円

定
先
着
20
人
対
４
歳
以
上

申

６
月
10
日
㈯
～
30
日
㈮
に
電
話
で
同
館

（
☎
64
・
０
８
８
０
）へ
。

教
室

健
康
体
操
教
室
＋
プ
ラ
ス

時
６
月
～
来
年
３
月
の
毎
月
第
１
日
曜
日
、

13
時
30
分
～
15
時

場
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
定
先
着
15
人

申
当
日
ま
で
に
電
話
で
勤
労
者
福
祉
協
議
会

（
☎
64
・
３
２
０
０
）へ
。

パ
テ
ィ
シ
エ
に
教
わ
る
ケ
ー
キ
教
室

時
６
月
14
日
㈬
13
時
30
分
か
ら

場
城
南
会
館

内
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
オ
レ
ン
ジ
マ
フ
ィ
ン
作
り

定
先
着
20
人（
初
め
て
の
人
優
先
）

料
１
，５
０
０
円（
材
料
代
）

申
電
話
で
同
館（
☎
78
・
１
８
０
０
）へ
。

お
知
ら
せ

アジサイ園

時 6月15日㈭～7月2日㈰
　 9時～17時
　（入園は16時まで）
場 自然文化園
料 500円
　（小・中学生は250円）
問 同園（☎68・0221）

【
有
料
広
告
】
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観光・イベント・スポーツ
などに関する舞鶴の魅力
をＰＲする動画など

イベントなどの
旬な情報をお届け

公式 Facebook（フェイスブック） 公式ムービーチャンネル（YouTube）公式 LINE アカウント
防災情報、
市政・イベント情報など
←登録は、こちらのコードから

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

募
集

再
生
品
の
展
示
・
申
し
込
み

時
６
月
30
日
㈮
ま
で
の
平
日
、８
時
30
分
～

16
時
30
分
と
25
日
㈰
13
時
～
16
時
30
分

場
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
内
家
具
な
ど
約
１
５

０
点
を
展
示
申
同
プ
ラ
ザ
に
備
え
付
け
の
用

紙
で（
１
世
帯
１
点
。
多
数
の
場
合
抽
選
）。

問
同
プ
ラ
ザ（
☎
64
・
７
２
２
２
）

松
尾
寺
駅
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

日
本
遺
産
・
国
登
録
文
化
財
の
Ｊ
Ｒ
松
尾
寺

駅
舎
周
辺
を
清
掃
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
。

時
６
月
17
日
㈯
８
時
30
分
か
ら
場
松
尾
寺
駅

前
集
合
問
駅
舎
と
共
に
い
つ
ま
で
も
事
務
局

（
☎
０
９
０・３
９
２
８・０
４
３
２
）

自
衛
官
な
ど

幹
部
候
補
生（
一
般
、歯
科
、薬
剤
科
）や
自

衛
官
候
補
生
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。詳
し
く
は
、

防
衛
省
・
自
衛
隊
舞
鶴
地
域
事
務
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
左
下
コ
ー
ド
か

ら
ア
ク
セ
ス
可
。

問
同
事
務
所（
☎
63
・
３
２
７
２
）

子
育
て

子
育
て
ふ
れ
あ
い
学
級

時
６
月
～
12
月
の
火
曜
日
に
月
1
回
、10
時

～
12
時
場
加
佐
公
民
館

内
子
育
て
を
通
じ
た
交
流
や
体
験
学
習
な
ど

対
市
内
在
住
で
、子
育
て
中
の
保
護
者

定

20
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

料
体
験
学
習
に
材
料
代
が
必
要
な
場
合
あ
り

他
託
児
あ
り（
無
料
）

申
６
月
28
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
申
し
込
み
フ
ォ

ー
ム
で
同
館（
☎
83
・
０
０
３
６
）へ
。

下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

探
し
て
あ
そ
ぼ
う
～
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
交
流
会
～

時
６
月
11
日
㈰
10
時
～
12
時

場
青
葉
山
ろ
く
公
園
内
多
世
代
交
流
し
な
が

ら
、自
然
の
音
を
探
し
て
遊
ぶ
対
３
歳
以
上

と
そ
の
保
護
者（
兄
弟
姉
妹
、祖
父
母
参
加
可
）

定
先
着
10
組
申
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で
。左

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ま
い
づ
る
遊BixS

の
藤
本
さ
ん（
☎

０
９
０・５
１
２
７・２
８
８
７
）

子
育
て
支
援
基
幹
セ
ン
タ
ー 

 

（
☎
62
・
０
１
０
３
）

●
さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
ろ
ば

時

6
月
14
日
㈬
10
時
30
分
～
12
時

内
多
胎
児
親
子
の
交
流
と
情
報
交
換

対
多
胎
児
を
育
て
て
い
る
親
と
そ
の
子
ど
も
、

多
胎
児
を
妊
娠
中
の
人

●
あ
か
ち
ゃ
ん
ひ
ろ
ば

時

6
月
20
日
㈫
10
時
30
分
～
11
時
30
分

内
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
絵
本
の
読
み
語
り
、子

育
て
の
話
、母
親
同
士
の
交
流

対
妊
娠
中
の
人
、1
歳
未
満
児
と
そ
の
母
親

●
ひ
よ
こ
ひ
ろ
ば

時

7
月
4
日
㈫
・
11
日
㈫
・
19
日
㈬
10
時
～

11
時
30
分
内
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
心
と
体
の
リ

ラ
ッ
ク
ス
体
操
、交
流
な
ど

対

4
か
月
～
1
歳
未
満
児
と
そ
の
母
親（
第

1
子
優
先
）定
先
着
10
組

内
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の
防
火
管
理
体
制
や
火

気
器
具
の
取
り
扱
い
な
ど
の
講
習

申
所
定
の
用
紙（
東
・
西
消
防
署
に
備
え
付
け
。

消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）で
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
消
防
本

部
か
東
・
西
消
防
署（
☎
77
・
０
１
１
９
）へ
。

●
救
急
講
習（
Ｐ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
コ
ー
ス
）

時
７
月
１
日
㈯
19
時
～
20
時

申
電
話
で
東
消
防
署（
☎
65
・
０
１
１
９
）へ
。

《
共
通
》場
東
消
防
署
・
防
災
セ
ン
タ
ー

定
先
着
20
人

親
子
ス
イ
ー
ツ
教
室

時
６
月
24
日
㈯
11
時
～
12
時

場
ふ
る
る
フ
ァ
ー
ム
内
プ
リ
ン
ア
ラ
モ
ー
ド

作
り
料
１
組（
３
人
ま
で
）２
，０
０
０
円

定
先
着
12
組
申
電
話
で
同
フ
ァ
ー
ム（
☎
68
・

０
２
３
３
、火
曜
定
休
）へ
。

春
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
　 

は
じ
め
て
の
梅
干
し
づ
く
り

時

６
月
24
日
㈯
14
時
～
16
時
場
大
浦
会
館

内
梅
加
工
グ
ル
ー
プ
う
め
っ
ぽ
に
教
わ
る
梅

干
し
と
梅
ジ
ャ
ム
づ
く
り
対
市
内
在
住
の
18

歳
以
上
定
先
着
16
人
料
２
，０
０
０
円（
梅
２

㌔
、容
器
・
梅
ジ
ャ
ム
代
含
む
）

申
６
月
16
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
同

館（
☎
68
・
２
０
１
０
、ＦＡＸ
68
・
２
０
１
１
）へ
。

ま
な
び
あ
む 

（
☎
64
・
４
０
６
０
）

●
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
教
室

時
７
月
５
日
㈬
10
時
～
12
時

内
自
宅
で
す
る
ラ
ン
チ
パ
ー
テ
ィ
ー
の
料
理

作
り
定

16
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

料
１
，０
０
０
円（
材
料
代
）

他
託
児
あ
り（
無
料
）

申
６
月
27
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
。

●
健
康
講
座

時
７
月
13
日
㈭
13
時
30
分
～
15
時

内
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
、元
気
が

続
く
食
生
活
の
コ
ツ
定
先
着
36
人

申
７
月
４
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
。

●
現
役
世
代
の
た
め
の「
ま
な
ぶ
！
連
続

講
座
」　

時
７
月
22
日
㈯
13
時
15
分
～
15
時

内
講
演「
満
足
度
の
高
い
会
義
に
し
て
い
く

た
め
に
～
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
キ
ル

を
磨
こ
う
～
」
定
先
着
24
人
料
７
０
０
円

申
７
月
12
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
申
し
込
み
フ

ォ
ー
ム
で
。
下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ

ス
可
。

田
辺
城
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成
講
座

時
７
月
８
日
㈯
～
８
月
19
日
㈯
に
計
７
回
、

９
時
～
12
時

場
西
総
合
会
館
ほ
か

定
先
着
20
人

料
２
，０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
・
資
料
代
）

他
５
回
以
上
の
受
講
者
に
修
了
証
を
交
付
。修

了
者
は
田
辺
城
ガ
イ
ド
の
会
と
し
て
活
動
可

申
６
月
23
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
田
辺
城
資
料

館（
☎
76
・
７
２
１
１
）へ
。

再
生
工
作
教
室

時
７
月
14
日
㈮
13
時
30
分
～
16
時

場
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

内
ご
み
と
し
て
持
ち
込
ま
れ
た
小
物
家
具
を

修
理
し
、再
生
定
先
着
４
人

申
６
月
19
日
㈪
～
30
日
㈮
に
同
プ
ラ
ザ（
☎

64
・
７
２
２
２
）へ
。

他

19
日
の
み
託
児
あ
り（
１
人
３
０
０
円
）

申
「
ま
い
コ
コ
」で
予
約
か
電
話
、受
付
窓
口
で
。

《
共
通
》場
中
総
合
会
館

あ
そ
び
あ
む 

（
☎
65
・
５
０
５
０
）

●
わ
く
わ
く
デ
イ

時
６
月
16
日
㈮
、７
月
７
日
㈮
９
時
30
分
～

12
時
内
乳
児
専
用
拡
大
ス
ペ
ー
ス
で
自
由
に

遊
ぶ
対
２
歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者

●
お
父
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
あ
そ
び
の
体
験　

え
の
ぐ
と
あ
そ
ぶ

時
６
月
18
日
㈰
10
時
30
分
～
11
時

対
４
か
月
～
１
歳
６
か
月
児
と
そ
の
父
親（
夫

婦
で
の
参
加
可
）

定
先
着
10
組
申
電
話
か
受
付
窓
口
で
。

●
０
歳
あ
そ
び
の
体
験　

ぬ
の
と
あ
そ
ぶ

時
６
月
21
日
㈬
10
時
30
分
～
11
時

対
１
歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者

定
先
着
10
組
申
電
話
か
受
付
窓
口
で
。

●
１
歳
あ
そ
び
の
体
験　

え
の
ぐ
と
あ
そ
ぶ

時
６
月
28
日
㈬
10
時
30
分
～
11
時

対
１
～
２
歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者

定
先
着
10
組
申
電
話
か
受
付
窓
口
で
。

そ
の
他

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
ま
ん
延
防

止
に
ご
協
力
を

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
の
ま
ん
延
防

止
の
た
め
、釣
っ
た
コ
イ
や
飼
っ
て
い
る
コ
イ

を
他
の
川
や
池
に
放
し
た
り
捨
て
た
り
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。　
　
　《
農
林
水
産
振
興
課
》

舞
鶴
ス
ポ
ー
ツ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク  

（
東
体
育
館
内
、☎
66
・
１
０
６
１
）

●
苦
手
克
服
！
な
わ
と
び
教
室

時

６
月
17
日
㈯
10
時
～
11
時
場
文
化
公
園

体
育
館
対
４
歳
～
小
学
3
年
生

定
先
着
20
人
料
１
，５
０
０
円

申
当
日
ま
で
に
電
話
か
窓
口
、申
し
込
み
フ

ォ
ー
ム
で
同
園
体
育
館（
☎
77
・
１
８
５
０
）へ
。

●
少
人
数
制 

ボ
ー
ル
の
投
げ
方
教
室

時
・
対

６
月
24
日
㈯
❖
９
時
30
分
～
10
時

30
分
…
４
歳
～
６
歳
❖
11
時
～
12
時
…
小
学

１
年
～
２
年
生
場
文
化
公
園
体
育
館
定
先
着

各
６
人
料
１
，５
０
０
円
申
６
月
10
日
㈯
10

時
か
ら
電
話
か
窓
口
、申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

で
同
園
体
育
館（
☎
77
・
１
８
５
０
）へ
。

《
共
通
》詳
し
く
は
、同
園
体
育
館
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
。下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

メ
イ
ク
ア
ッ
プ
美
容
講
座

時
６
月
21
日
㈬
14
時
～
15
時

場
南
公
民
館
内
美
容
の
プ
ロ
に
教
え
て
も
ら

う
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
美
容
講
座
対
市
内
在
住
の

女
性
定

10
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
６
月
15
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
窓
口
、申
し

込
み
フ
ォ
ー
ム
で
同
館（
☎
62
・
０
２
８
８
）へ
。

下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

消
防
本
部 

（
☎
66
・
０
１
１
９
）

●
応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

時
６
月
23
日
㈮
18
時
～
21
時

申
電
話
で
東
消
防
署（
☎
65
・
０
１
１
９
）へ
。

●
防
火
安
全
講
習

時
６
月
29
日
㈭
10
時
～
11
時
30
分

【
有
料
広
告
】

Wind of Maizuru
毎週木曜日、12時40分～12時50分
舞鶴のイベント情報などを紹介

お役立ち情報やイベント情報などを
広報番組「パブリックラインまいづる」などで
お知らせしています

市の広報番組
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昭和 45年創業の舞鶴文具㈱。現在 12人の従業員が勤務し、
オフィス家具や文具・事務用品、OA機器の販売をメインに、
企業のデジタル化支援などにも力を入れる。20代、30代の
社員が半数を占め、右肩上がりで年々成長中（昨年度比 110
㌫の成長率）。年間休日 107日に加え、年休の他、公休（1日）として誕生
日など特別な日に休暇を取得できる制度や勤続年数に応じたリフレッシュ休
暇の制度あり。さらに休憩時間に社員がリラックスできる特別スペースを社
内に準備中。年休消化率 80㌫、産休・育休の制度があり、男性の育休取得
率は100㌫。毎年の昇給やボーナスの支給、若者にうれしい奨学金返済支援
手当に加え、資格給などによる成果型の給与アップ制度により社員のやりが
い作りにも取り組む。また、若者が舞鶴に帰ってきて働きたいと思える企業
を目指し、事業の多角化による新業態へのチャレンジも視野に入れる。

奈
良
で
数
年
勤
務
し
た
後
、生
ま
れ

育
っ
た
舞
鶴
に
戻
り
、美
容
師
と
し
て

働
く
こ
と
に
し
た
の
で
す
が
、美
容
師

特
有
の
手
荒
れ
問
題
に
悩
ま
さ
れ
ま

し
た
。
美
容
師
と
し
て
は
長
く
働
け

な
い
と
思
い
、転
職
を
考
え
て
い
た
と

こ
ろ
、市
の
開
催
す
る
就
職
フ
ェ
ア
で

舞
鶴
文
具
㈱
に
出
会
い
ま
し
た
。
人

と
話
す
こ
と
、パ
ソ
コ
ン
を
触
る
こ
と

が
好
き
だ
っ
た
の
で
、営
業
と
し
て
働

け
、O
A
機
器
も
扱
え
る
な
ら
自
分

の
強
み
も
生
か
せ
る
と
思
い
、入
社
を

決
め
ま
し
た
。

舞
鶴
は
都
会
な
ど
と
は
違
っ
て
、い

ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
あ
い
さ
つ

を
し
て
い
た
だ
け
ま
す
し
、雰
囲
気
も

穏
や
か
で
日
々
の
生
活
を
送
る
に
は

ち
ょ
う
ど
良
い
と
こ
ろ
で
す
。
都
会

は
住
む
の
で
は
な
く
、た
ま
に
遊
び
に

行
く
く
ら
い
が
良
い
で
す
ね
。

現
在
、営
業
部
に
所
属
し
、オ
フ
ィ

ス
家
具
や
文
具
・
事
務
用
品
、O
A
機

器
な
ど
の
営
業
と
し
て
お
客
さ
ま
の

と
こ
ろ
に
伺
い
、ご
希
望
に
添
え
る
よ

う
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
見
積
作
成
な
ど

を
し
て
い
ま
す
。入
社
当
時
は
仕
事
の

仕
方
を
丁
寧
に
時
間
を
か
け
て
勉
強

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
で
も
パ

ソ
コ
ン
の
専
門
的
な
ソ
フ
ト
の
案
件

で
は
分
か
ら
な
い
こ
と
も
で
て
き
ま

す
が
、社
内
で
勉
強
会
が
あ
っ
た
り
、

メ
ー
カ
ー
な
ど
に
同
行
し
て
商
品
の

勉
強
を
す
る
機
会
を
作
っ
て
も
ら
っ

た
り
と
、ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
会
社

は
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、自
分
の
好
き
な
こ
と
、や
り
た

い
こ
と
を
積
極
的
に
応
援
し
て
く
れ

る
会
社
で
す
。上
司
に
相
談
す
る
と
親

身
に
な
っ
て
聞
い
て
も
ら
え
、さ
ま
ざ

ま
な
提
案
を
い
た
だ
け
ま
す
。社
内
に

「
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
も
い
い
の
だ

ろ
う
か
」と
い
う
雰
囲
気
が
な
い
の
で
、

何
事
も
相
談
し
や
す
く
、コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
て
も
取
り
や
す
い

で
す
。他
の
担
当
者
の
案
件
で
も「
勉

強
の
た
め
に
つ
い
て
く
る
か
」と
声
を

掛
け
て
も
ら
え
た
り
、上
司
か
ら「
困
っ

て
い
る
こ
と
は
な
い
か
」と
気
に
掛
け

て
い
た
だ
い
た
り
し
ま
す
。

社
員
同
士
仲
が
良
い
と
い
う
の
も

一
つ
の
特
徴
で
す
ね
。お
子
さ
ん
が
体

調
不
良
で
急
に
休
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
っ
て
も
、皆
さ
ん「
ど
う
ぞ
」「
気

を
付
け
て
」と
温
か
く
、お
互
い
を
カ

バ
ー
し
合
え
、子
育
て
世
帯
に
と
っ
て

働
き
や
す
い
環
境
に
な
っ
て
い
ま
す
。

舞
鶴
で
働
こ
う
！

市
内
に
は
製
造
、
建
設
、
運
送
、

医
療
、
福
祉
、
情
報
通
信
、
港
湾
に

関
す
る
仕
事
な
ど
バ
ラ
ン
ス
よ
く
さ

ま
ざ
ま
な
仕
事
が
あ
り
、
独
自
の
特

色
を
持
っ
た
魅
力
的
な
事
業
所
が
約

３
，
３
０
０
も
所
在
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
そ
の
中
か
ら
「
舞
鶴
文

具
株
式
会
社
」
を
紹
介
。
入
社
３

年
目
の
真
下
叶
実
さ
ん
に
話
を
伺

い
ま
し
た
。

好
き
を
仕
事
に 

自
分
ら
し
く
働
く

企業
データ

●●● 雰囲気が良くコミュニケーションの取りやすい職場

舞鶴文具株式会社

高
校
卒
業
後
、美
容
師
に
な
る
た
め

大
阪
の
専
門
学
校
に
進
学
し
ま
し
た
。

大
阪
で
の
暮
ら
し
は
刺
激
的
で
し
た

が
、都
会
の
空
気
は
合
わ
ず
、舞
鶴
と

大
阪
の
中
間
だ
と
感
じ
た
奈
良
で
美

容
師
と
し
て
働
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

や
り
た
い
こ
と
を
応
援
し
て

く
れ
る
会
社

ち
ょ
う
ど
良
い
舞
鶴
の
環
境 舞

鶴
文
具
株
式
会
社

Vol.6

話を伺った真下さん

商品の情報収集を欠かさない

好
き
な
家
具
で
企
業
を
支
援

働
く
環
境
は
と
て
も
大
切
で
す
。

私
は
イ
ン
テ
リ
ア
や
家
具
が
好
き
な

の
で
、今
後
、す
て
き
な
オ
フ
ィ
ス
環

境
作
り
で
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
ち
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、市
内
企

業
の
皆
さ
ま
が
働
き
や
す
い
オ
フ
ィ

ス
環
境
、今
の
時
代
に
適
し
た
デ
ジ
タ

ル
環
境
を
作
る
こ
と
で
、市
内
企
業
の

成
長
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
仕
事
を
す
る
上
で
の
機
能

面
は
も
ち
ろ
ん
、働
く
皆
さ
ま
の
過
ご

し
や
す
さ
も
考
え
た
提
案
を
し
て
、お

客
さ
ま
に「
真
下
さ
ん
が
い
て
く
れ
て

良
か
っ
た
」と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
存

在
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
育
て
世
帯
も
働
き
や
す
い
環
境

21

MAIZURU 
PLAYBACK FES.2023

　4 月 29 日、大型野外音楽フェス「MAIZURU PLAYBACK FES. 2023」
が開催されました。まちを元気づけようと市内若手経営者らでつくる実行
委員会が企画し、HARBOR STAGE には UVERworld、WANIMA、清水
翔太、Creepy Nuts、優里、C&K が出演。PARK STAGE と合わせ計 11
組のアーティストが熱演し、約 15,000 人の観客を魅了しました。



本
州
中
部
以
南
の
山
地
の
常
緑
樹
林
の
下
に

生
え
る
多
年
草
。地
下
に
径
３
㌢
ほ
ど
の
球
茎
が

あ
り
、そ
の
先
か
ら
１
～
２
本
の
長
さ
30
㌢
ほ
ど

の
緑
色
の
葉
柄
を
伸
ば
し
、先
端
に
３
深
裂
し
た

大
き
な
葉
を
水
平
に
付
け
る
。葉
は
鮮
緑
色
で
光

沢
が
あ
り
縁
に
し
わ
が
あ
る
。夏
、根
際
か
ら
１

本
の
葉
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
高
さ
の
花
茎
を
出
し
、

先
に
緑
色
の
肉
穂
花
序
を
付
け
る
。中
軸
の
先
は

長
い
む
ち
状
に
な
っ
て
直
立
す
る
。名
前
の
由
来

は「
大
半
夏
」で
カ
ラ
ス
ビ
シ
ャ
ク
の
別
名
で
あ

る
半は

ん
げ夏

に
似
て
、全
体
が
大
き
い
こ
と
か
ら
。

ま
い
づ
る
花
図
鑑

【
協
力
】 

瓜
生
勝
朗 
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肝
付
隆
治
（
上
安
）
舞
鶴
市
議
会
議
員
８
年

以
上
在
職

堤
茂
（
余
部
下
）
舞
鶴
市
副
市
長
８
年
以
上

在
職全

国
大
会
出
場
お
め
で
と
う

☆
第
７
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
技
術
選
手

権
大
会（
３
月
24
日
～
26
日
、北
海
道
）

❖
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス（
中
学
生
）男
子

平
岡
知
樹（
城
南
中
３
年
）

☆
第
22
回
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　（
３
月
29
日
～
31
日
、千
葉
県
）

❖
シ
ン
グ
ル
ス
女
子
６
年
生
の
部

　
吉
田
智
咲（
中
筋
小
６
年
）

❖
ダ
ブ
ル
ス
男
子
５
年
生
の
部

平
岡
侑
馬（
中
筋
小
５
年
）

山
口
陽
向（
倉
梯
第
二
小
５
年
）

❖
ダ
ブ
ル
ス
女
子
５
年
生
の
部

前
田
蓮
夏
、松
山
穂
乃
香（
以
上
、倉
梯
小
５
年
）

（
以
上
、敬
称
略
、学
年
は
大
会
当
時
）

春
の
叙
勲

☆
旭
日
小
綬
章

　
中
島
則
明（
和
田
）地
方
自
治
功
労（
元
京
都

府
議
会
議
員
）

☆
瑞
宝
単
光
章　

　
菅
原
不
二
雄（
余
部
上
）消
防
功
労（
元
舞
鶴
市

中
消
防
団
団
長
）

　
福
田
定
一（
栃
尾
）消
防
功
労（
元
舞
鶴
市
東

大
浦
消
防
団
団
長
）

市
功
労
者
表
彰

市
制
記
念
日
に
あ
た
り
、
５
月
26
日
、
市
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
人
を
市
功
労
者
と
し
て

表
彰
し
ま
し
た
。

石
束
悦
子
（
与
保
呂
）
舞
鶴
市
議
会
議
員
８

年
以
上
在
職

伊
藤
清
美
（
丸
山
中
町
）
舞
鶴
市
議
会
議
員

８
年
以
上
在
職

春
の
叙
勲
、
市
功
労
者
表
彰

全
国
大
会
出
場
者
を
紹
介

nakatsujiko.diary        …

ttyy1977                  …umineko5merry          …

今月の

　「#ヅルいい舞鶴」「#myヅルいい」のタグが付いたイ
ンスタグラムの投稿の中から、シティブランディング
プロジェクト（※）メンバーが投稿をピックアップ！投
稿者（写真左上がアカウント名）からのコメントと併せ
て紹介します。舞鶴の良いところを再発見しましょう。

KAN,MA Dining さんの「春
爛
らんまん

漫いちごパフェ」。おな
かいっぱいでもペロッと
食べられるお気に入りの
パフェです。また来年会え
るのを楽しみにしていま
す。

五老スカイタワーからの
風景です。窓の外には絵
画のような緑の山々と青
い海が広がります。舞鶴
には１人でも楽しめるス
ポットがたくさんで、何
度も訪れたくなります。

野鳥を探しながらゆっく
り歩く日課の散歩。
この日は、出会えそうな予
感が的中した嬉しい日。
野鳥観察、撮影の醍

だ い ご み

醐味で
す。

うまいづる
—

日常
—

躍動感
—

※「舞鶴をまちの内側から元気にしたい」「市民の皆さんにもっ
とまちへの誇りや愛着を持ってほしい」という思いで令
和2年度から始まった事業。市内事業者、教員、市の若
手職員などで結成し舞鶴の魅力発信に取り組んでいる

毎週日曜日　９：00～12：00／13：00～17：00
（受け付けはそれぞれ終了30分前まで）

舞鶴市休日急病診療所
（舞鶴医療センター敷地内）　☎63・4970

6/10 ㈯ 開業医の診療終了後
6/11 ㈰ ８：30から
7/1 ㈯ 開業医の診療終了後
7/2 ㈰ ８：30から

6/17 ㈯ 開業医の診療終了後
6/18 ㈰ ８：30から

6/24 ㈯ 開業医の診療終了後
6/25 ㈰ ８：30から
7/8 ㈯ 開業医の診療終了後
7/9 ㈰ ８：30から

舞鶴共済病院  ☎62・2510 舞鶴赤十字病院  ☎75・4175 舞鶴医療センター  ☎62・2680

6/11 ㈰、7/2㈰
9：00～18：00

（受け付けは17：30まで）

6/18 ㈰
9：00～18：00

（受け付けは17：30まで）

6/25 ㈰、7/9 ㈰
9：00～18：00

（受け付けは17：30まで）

舞鶴共済病院  ☎62・2510 舞鶴赤十字病院  ☎75・4175 舞鶴医療センター  ☎62・2680

舞鶴市休日急病診療所の内科一次救急診療

休日・土曜日の救急・急病診療（内科・外科）

休日の小児科一次診療

土曜日に午後の診療がある診療所（小児科、内科系）

※できる限り昼間の時間帯に受診をお願いします。また、軽症など緊急を要しない場合には、できる限り平日　
の診療時間内に「かかりつけ医」での受診を

■小児科…西村医院（浜、☎63・5456）
■内科系…肥後内科医院（浜、☎62・0359）、鳥井医院（倉谷、☎75・3111）

※まずは電話で事前に症状などをお伝えください

※臨時休診の場合あり。診療時間などはお問い合わせを

リサイクルプラザの休場 6/4㈰・10㈯・18㈰・24㈯・29㈭、7/2㈰・8㈯

休
日
診
療

2
0
2
3
暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
　 

　
■
■
相
談
会

休日に開局している処方せん対応薬局
開局時間 ９：00～17：00　

休日・土曜日の水道修理

献血の日程

6/11㈰ まいづる薬局本店
（桃山町、☎66・3311）

6/25 ㈰、7/9 ㈰ まいづる薬局国立前
（倉梯町、☎65・1188）

7/2 ㈰ フラワー薬局舞鶴店
（浜、☎65・2277）

舞鶴市管工事協同組合（☎080・3770・6767、 
営業時間：8：00～17：00）

6/18㈰ 9：30～11：15 らぽーる西側
広場13：00～15：30

6/23㈮ 9：30～11：30 舞鶴市役所

無
料

※400㍉㍑のみ。骨髄バンクドナー登録会も同時開催

内　　容 日　　時 場　所 問い合わせ・その他

仕
事

就職個別相談 6/14㈬・21㈬・28㈬ 10：00～16：00

ジョブ・サポート
まいづる

ジョブ・サポート
まいづる
☎63・0810

若者サポートステーション出張相談 6/15㈭・22㈭・29㈭、
7/6㈭ 10：00～15：00

就労準備支援個別相談 6/16㈮・23㈮・30㈮、
7/7㈮ 10：00～16：00

マザーズジョブカフェ巡回相談 6/19㈪ 10：00～16：00

ＪＰカレッジ 6/22㈭ 10：30～12：00
13：00～14：30

看護職就業相談 7/3㈪ 13：30～15：00

ひとり親家庭就労相談 6/13㈫・27㈫ 10：00～16：00 市役所別館 府ひとり親家庭自立支援センター
☎0773・23・2771

看護職就業相談 6/21㈬ 13：30～15：00 ハローワーク舞鶴 府北部看護職支援センター
☎0772・46・9002

教
育 定例教育委員会 6/26㈪ 14：00から 市役所別館 教育総務課　☎66・1070

福
祉

療育相談 6/12㈪・26㈪ 13：30～15：30 支援センター
みずなぎ

生活支援センターみずなぎ
☎64・3766

身体障害者相談 6/15㈭、7/5㈬ 13：00～14：30 身障センター 障害福祉・国民年金課
☎66・1033、℻62・7957

高齢者・障害者権利擁護相談
（財産管理・遺言・成年後見制度など） 6/21㈬ 13：00から 市役所別館 高齢者支援課　☎66・1012

行
政
・
法
律

行政相談 6/13㈫ 14：00～15：30 市役所本館

生活支援相談課　☎66・1006

弁護士心配ごと法律相談 6/16㈮ 13：00から 中総合会館

公証人相談 6/20㈫ 13：30～15：30

市役所本館

土地家屋調査士相談 6/20㈫ 13：30～15：30

行政書士相談 7/4㈫ 13：30～15：30

税理士相談 7/5㈬   9：00～12：00

司法書士法律相談 7/6㈭ 13：30～16：30

弁護士府民法律相談 6/19㈪、7/10㈪ 13：30から 中丹広域振興局 中丹広域振興局　☎62・2500

人
権

人権なんでもお気軽相談（電話も可） 6/12㈪・19㈪・26㈪、
7/3㈪・10㈪

  9：00～12：00
13：30～16：00 法務局舞鶴支局

法務局舞鶴支局　☎76・0858
特設人権相談 7/6㈭ 13：00～16：00 中丹広域振興局

女性のための相談室 平日   9：00～16：00 ‐ 女性のための相談室
☎65・0056

健
康

出張がん個別相談 6/15㈭ 13：30～15：30 中丹東保健所 府がん総合相談支援センター
☎0120・078・394 

聞こえの相談 6/22㈭ 13：00～16：00 聴言センター 聴言センター
☎64・3911、℻64・3912

暮
ら
し

FP による家計相談 6/14㈬ 10：00～15：00
市役所本館 生活支援相談センター

☎66・5001ひきこもり支援巡回相談 7/7㈮   9：00～12：00要申込

6/14㈬ 8：30～12：00に
申込 〈定員11人 （抽選）〉

6/14㈬ 16：00までに申込

6/16㈮までに申込
〈先着5人〉

各開催日5日前の9：00
から申込 〈先着各8人 〉

要予約 
〈先着3人〉

要申込

申込優先 〈定員12人〉

納期…6/30㈮
市府民税1期
国民健康保険料1期
介護保険料1期
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5月号の人気記事
● １位…5月27日は舞鶴市の誕生日（41票）
● ２位…特集 舞鶴のワクワクは教育から（29票）
● ３位… まいづる元気人（14票）
　今年で市制施行80周年を迎えたことを紹介した「5月27日は舞鶴市の誕
生日」の記事が1位を獲得しました。「1943年5月27日に舞鶴市が誕生した
と知らなかった」「この自然豊かな土地に感謝です」「市名が好きなので、この
まま100年、150年と祝いが続けばいい」「舞鶴市の由来や東西の異なる発展
など詳細に書かれていて分かりやすかった」「これからも市民が住み続けたい
と思えるように、ますますの発展に期待」といったコメントがありました。
　2位の教育の記事には「先生方も大変でしょうが、これからはタブレット端
末を使用した授業が必要不可欠です。頑張ってください」「舞GIGAスクール
推進計画が浸透し、子ども達の勉強意欲が旺盛になってほしい」「今の時代
を生き抜く力としてしっかりと身に付けてほしい」「タブレット学習について、
具体例が乏しいので分かりにくかった」などのコメントがありました。

5月号広報アンケート
● 舞鶴市は今年で80歳になりますが、皆さんの舞鶴での一番の思い出は

何ですか？
　❖1964年の東京オリンピックでの聖火引き継ぎが市役所前で行われたこと
❖蒸気機関車と中舞鶴線の廃止❖1953年の台風13号の水害❖引き揚げ船が
入港し戦争の一面を知った❖毎年実施していたみなと舞鶴ちゃったまつり❖舞
鶴自動車道が開通し、京阪神に行きやすくなったこと❖2023年の音楽フェス。
盛り上がり最高に楽しかった　などの回答がありました。この80年、さまざまな
ことがありましたね。これからも市のイベントや魅力などを発信していきます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《広報広聴課》

広報まいづる
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広報まいづるアンケート
1.「広報まいづる」の内容の満足度は、次のうち

どれですか？
　①大変良い　②良い　③不満　④大変不満
2. 広報まいづる 6 月号で興味・関心を持った記

事は何ですか？
3. あなたにとって文化とは何ですか？

応募方法
「はがき（〒625-8555（住所不要）舞鶴市役所
広報広聴課あて）」か「市ホームページ応募フォー
ム（右下コードからアクセス可）」で①アンケー
トの回答 ②住所 ③氏名（ふりがな） ④年齢 ⑤電
話番号 ⑥広報紙や市政への意見などを記入し、6
月 23 日㈮（必着）までに広報広聴課へ。

※応募は１人１通。当選者は全てのアン
ケートに回答があった人の中から抽選で
決定。当選者にのみ通知

※いただいた感想や意見は、匿名で広報
紙に掲載することがあります

今年５月３日、たくさんの人の支えにより開業20周年を迎えた
「流々亭」。今回は新しく販売を始めた「舞鶴抹茶ラテスティック」
をプレゼント。歴史ある舞鶴の碾

てんちゃ

茶を抹茶にし、さらに親しみや
すくなるよう抹茶ラテの仕上がりに。また、舞鶴の優しい抹茶の
味に似合うよう、北海道産のてんさい糖で甘みを持たせてあり、
心にも体にも優しい風味になっています。スティックの抹茶ラテ
のイメージを一掃できるほどお茶の味がしっかりと味わえると
いう自信の一品。至福のひとときの一杯をお楽しみください。

【提供】サロン・ド・流々亭（吉坂 113-4、☎ 63・7770）

あなたの意見や感想を
聞かせてください

アンケートに答えて
プレゼントに応募しよう

今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

15名
～至福のひとときの一杯を～　
舞鶴抹茶ラテ 6本入り

抽選で

5月11日時点

30代（13人）

40代（29人）

50代（36人）

10代（1人）
20代（6人）

80代（9人）

未回答（1人）

70代（23人）

60代（31人）

応募者
年代

フォーム
120件

はがき
29件

149件
応募件数

（店頭受け取り）

24


